
みる・かたる・つくる

千葉県立美術館年報

昭和53年度
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ごあいさつ

昭和53年度も関係各方面の御協力をいただき、展覧会をは

じめ各種講座等について、いっそう内容の充実とその普及に努

めてまいり、ここにその成果を年報として御報告する運びとな

りました。本館も開館以来4年5ヶ月埠に当る昨年度末に、延

入館者が53万人に達し、漸く、本館の存在と利用が県民の問に定

着されてきた感がいたします。

待望の県民アトリエの実施設計が完了し、昨年度末には槌音高

く工事が着工されました。建設に当っての基本的な機能として

①美術実技センターとして。 ②美術写習センターとして。 ③美

術情報センターとして。 (①利用交流センターとしての以上4項

目があげられました。今後は美術関係者は勿論、広く県民の皆

様の美の広場として、気軽に利用していただき、県上す文化の振

興に役立つようにしたいと思っています。

また昨年度は、千葉県美術展覧会が30回目を迎え、その記念

事業の一環として、各界の御協力により浅井忠像の建立とその

周辺の植栽も行おれ、美の殿堂にふさおしい環境づく りがなさ

れました。

1970年代後半は、おが園の公立美術館・博物館の建設ブーム

とも言える時代で、各都道府県は競って堂々たる館を造り、美

術館では世界の名作を購入するなどの話題が提供されています。

そうした中で、一方「地方の時代」ということか言おれ始めま

した。

このような今日の動きをみるにつけ、この地方の時代の推進

役の一興を美術館・博物館が担っているのではないがと考えま

す。もとより文化は各地方の個有の風土で育まれ、それらを背

景に生れてきた美術館は、大都市に集中している国立・私立二の

美術館とは、また別の意味で価値ある存在ではないかと思いま

す。

本館も開館以来、房総ゆかりの作家と作品の発掘、顕彰に努

めながら、特色ある展覧会を開催する一方、各種普及事業を企

画し、これからの公立美術館のあり方を求めています。これら

が本県の芸術文化の振興とともに、「地方の時代」の一翼を担え

ればと願っています。

今後とも関係機関、同体をはじめ、県民の皆様のなお一層の

御指導と御支援を切にお願いして、昭和53年度の御報告といた

します。

昭和54年6月

千葉県立美術館長

市 原 正 夫

雪害喜田



沿 革

概 要

千葉県立美術館は、昭和43年にまとめられた県立醇

物館設置構想に良き、建設計画をすすめ、昭和48年4

月教育庁文化課に美術館準備班を置き、開館事務にあ

たったこ 同49年3月第1期工事の展示棟が完成し、4月

l 日子葉県立美術館として機関設置し、 10月23日開館

式を挙げ、一般公開を始めた。同51年2月第2期工事

の管理棟が完成した。

なお、千葉県の第5次総合5ヶ年計画により、第3

期工事として、県民アトリエの建設に昭和54年3月27

日着工した。

運営方針

●県民のだめの美術館として、明るい親しまれる美術

館二(

●弓年女教育・社会教育との関連から、教育普及活動を

重視し、楽しく辛べる美術館。

●県民と美術家との交流の広場とし、相互の理解と向

上を図る美術館。

●房総の他にかかおりのある作家の作品と、関係資料

の収集と研究をめざす美術館。

●実の広場として、広く美術資料・情報等を収集し、

みる・かたる・つくる活動を総合的に展開す美術館。

昭和44年12月9日

昭和45年1月19日

昭和45年7月24日

昭和45年11月12日

昭寿【「46年3月31日

昭f昭6年6月24日

第l同千葉県立美術館建設懇談会

が開かれる(委員15名)

県立二美術館建設の請願書が2月県

議会で採択される

建設地として丁一葉公園に内定する

第l回美術館設置準備専門委員会

が開かれる(委員10名)

千葉公園敷地の美術館基本構想成

る

体育館移転問題等で丁一葉公園内建

投が不可能となる

代案として千葉中央港埋立地が提

示される

昭和47年l月5日 建設地を干葉中央港の埋立地に決

定し、使用について開発庁長と教

育長で覚書を交換する

昭和47年3月31日 基本設計完了する 株式会社大高

建築設計事務所

昭和47年7月31日 展示棟 第l期工事 の実施設計

完了する

昭和47年10月13日

昭和47年12月10日

昭和48年4月l 日

昭和48年11月30日

昭和49年3月31日

昭和49年4月1日

昭和49年10月23日

昭和49年10月24日

昭和50年3月13日

昭和50年3月15日

昭和51年2月15日

昭和51年3月2日

昭和51年6月7日

昭和52年3月12日

昭和52年4月10日

昭和53年l月18日

昭和53年2月21日

昭和53年10月17日

昭和53年11月18日

昭和53年11月30日

昭和54年l 月8日

昭和54年3月5日

昭和54年3月27日
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展示棟建築工事請負契約議案可決

される

展示棟建築工事着工(管理・大高

建築設計事務所、施工・株式会社

竹中工務店)

文化課に美術館準備班を置き、開

館事務にあたる

管理棟 第2期工事 の実施設計

完了する

展示棟建築工事竣工

千葉県立美術館発足する職員14名

開館言己念式典を行なう

開館記念展「千葉県美術展覧会」

を開催 一般公開を始める

管理棟建築上事請負契約議案可決

される

管理棟建築工事着工(管理・大高

建築設計事務所、施工・株式会社

竹中工務店)

管理棟建築工事竣工

管理棟完成記念特別展「浅井忠と

その師弟展」を開催する

寄付によって、正面玄関に相成を

行なう

彫刻の屋外展示をはじめる

展示棟の一室に美術普及室を開設

する

外構工事として、駐車場が拡張さ

れ、 101台の収容となる

美術普及標の準備会が発足する

債務負担行為によって美術普及棟

建築予算がつく

浅井忠像 完成除幕式

美術普及棟実施設計完了する

美術普及棟を県民アトリエと改称

する

県民アトリエ建築工事請負契約議

案可決される

県民アトリエ建築工事着工

(管理・大高建築設計事務所、施

工・株式会社竹中工務店)



開館以来、 4年余「みる・つくる・かたる」の各種事業を通

して、本館の存在も県民の中に定着し、入場者数も53年度末現

在535,035人と50万人を突破して、年々利用度を高めている。

施設は、展示棟・管理棟につづき、かねてからの念願であっ

た美術普及棟建設も実施設計が終り、いよいよ「県民アトリエ」

として昭和54年3月末よr)建築工事が順調に始まった。これに

より「みる」だけの美術館でなく「かたる・つくる」の事業も

本格的に活動し、県民の方々により一層利用していただけるこ

とと思う。

また平日は美術館行の直通バスがないことで利用者の方々に

不便をかけているか、現在平日も運行すべき具体的な検討かなさ

れている。

美術館資料の収集状況も、収蔵品目録として刊行され、より

充実した資料収集を行うよう調査研究を進めている。今後も事

業の充実・発展を図り、美術館の使命をはたすべ〈、明るく、

楽しい美の広場となるよう努めたい。



機 構

組織および事務分掌(54.3.31現在)

庶務執6) 課長1、主任主事2、技師1、運転手1、用務員1

●公文書の授受発送及び保存に関すること。

●職員の人事・服務に関すること。

●職員の給与旅費に関すること。

●予算の編成・執行に関すること。

●物品の出納、使用料等の徴収に関すること。

●その他庶務会計全般に関すること。

●館内施設設備の管理に関すること。

●館外施設設備の管理に関すること。

●防犯・防災に関すること。

●警備等総合委託業務に関すること。

●駐車場、利用者等の管理に関すること。

●その他管理全般に関すること。

課長l、副主査1、主任主事1、文化財主事1、学芸員5、嘱託2

千葉県立美術館友の会(葉美会)

館の活動に提携し、展覧会の鑑賞・講演

会・講習会・美の旅・会報の発行などを

行なっている。個人でいつでもだれでも

入会できる。

千葉県立美術館協議会00)

千葉県美術館資料審査委貴会0劫

千葉県立美術館美術資料受入委員会

千葉県立美術館研究員(10)
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●美術作品の調査収集に関すること。

●美術作品と作家の調査研究に関すること。

●資料の収集と購入の実務に関すること。

●美術資料の保存管理に関すること。

●美術資料の整理分類に関すること。

●美術図書の収集と管理に関すること。

●資料の公開利用に関すること。

●展示企画全般に関すること。

●展示室の利用調整に関すること。

●展示備品の整備と管理に関すること。

●移動美術館の企画運営に関すること。

●広報普及の企画編集に関すること。

●展覧会の記念ポスター図録等に関すること。

●研究会、諮習会等の企画運営に関すること。

●美術普及棟の建設に関すること。

●友の会の指導に関すること。

館運営の円滑化を図るため、館長の諮問機

関として置かれた。学校教育、社会教育の

関係者並びに学職経験者の中から10名を教

育委員会が任命している。

収集する美術資料の選考及び評価を適正か

つ円滑に行なうため置かれた。委員は部門

(日本画、洋画、彫刻、工芸、書等)を考慮

し、 15名を県教育長が委嘱している。

本館に受け入れる美術資料の適否について

検討するため、館職員により梼成している。

なお貸し出しについてもこの委員会で検討

している。

本館において、美術館資料の収集・保管・

展示のために必要な調査研究に関する協力

を得ることを目的として置かれた。研究員

は学識経験者のうちから10名を館長が委嘱

している。



職 員

夫

久

正

在

原

橋

市

高

良

長館

館

副

長

事

環

主

務

仕

度

課

主

帥

手

貝

転

務

技

運

用

協議会委員

本

野

井

部

原

島

坂

川

育

夫

篠

長

雅 生

仁

冨美子

書 信

恒 雑

則 子

学芸課

課 長 木 本

副 主 査 鵜之澤

主任主事 宮 内

学 芸 員 中 村

II 小 野

文化財主事 宮 内

学芸 員 藤 川

′I 前 川

II 佐久間

非常勤嘱託 石 井

II 青 木

氏 名 役 職 氏 名 役 

相川 勝衛 
千葉県高等学校長協会長 

○鈴木民三 
千葉県立言 

千葉県立千葉東南等′学校長 千葉市政育つ 

◎浅見書庫 
和 洋 女 子 大 学 教 授 

鈴木 秀一 
千 葉 市 

千 葉 県 美 術 会 長 社 会 を 

遠藤 健郎 画 家 野口 貞子 
干

葉 グルーフ 

金子 貴重 大 妻 女 子 大 学 講 師 牧田 茂 白梅学園 

笹岡 了‥一 千 葉 県 美 術 会 理 事 長 八代 進 
千葉県′」 千葉市立 
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衛

雄

昭

哲

子

男

司

秀

孝
雄

了

康

患

櫨

適

正

公

文

秀

◎議長 ○副議長



千葉県美術館資料審査委員会委員

氏 名 役 職 部 門 氏 名 役 職 部 門 

植村鳩千代 美 術 評 論 家 洋 画 中村倍三郎 美 術 評 論 家 彫 刻 

金子
量重 竃 

大妻女子大学講師 工 芸 久喜 貢 跡見学園女子大学教授 日 本 画 

嘉門 安雄 ブリヂストン美術館長 洋 画 細野 正信 
東京国立博物館学芸部 美術課主任研究員 

日 本画 

陰里 鉄郎 
東京国立文化財研究所 

洋 画 堀江 知彦 二松学舎大学教授 書 
美術部 主任研究官 

桑原 住雄 筑 波 大 学 教 授 彫 刻 本間 正義 国立国際美術館長 彫 刻 

弦田平八郎 
神奈川県立近代美術館 学芸 課 長 

日 本画 前田 泰次 東京芸術大学教授 工 芸 

友部 直 共立女子大学教授 工 芸 松下 英麿 美 術 評 論 家 書 

平野元三郎 l 

千 葉 県 嘱 託 書 

千葉県立美術館研究貫

氏 名 役 職 氏 名 役 職 

飯 田 能 弘 旭市立第一中学校教諭 高 橋 達 千葉県立小金高等学校教諭 

池 田 伊 予 千葉市立末広中学校教諭 辰 野 隆 銚子市立銚子西南等学校教諭 

石 倉 総 子 千葉市立花園中学校教諭 田 辺 勉 千葉県立生浜高等学校教諭 

岩 沢 いづみ 千葉市立轟町中学校教諭 利 倉 栄 子 千葉市立幕張中学校教諭 

小 倉 博 成田山史料館研究員 渡 辺 真 弥 木更津紅陵高等学校教諭 

昭和53年度予算概要 (単位 千円)

事 業 名 予 算 額 事 業 概 要 

運営費(人件費除く) 91,680 館の維持・管理・運営 

広 報 普 及 費 3,040 館報発行・講習会等 

特 別 展 費 11,600 特別展3事業 

平 常 展 費 6,025 企画展・常設展5事業 

設 備 整 備 費 33,000 資料・図書・展示備品 

建 設 費 11,500 県民アトリエ実施設計料 

計 156,845 

-
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収蔵資料 (昭和54年3月31日現在)

収蔵別内訳

種別 区分 保管換 購 入 寄 贈 合 計 

日 本 画 2 3 2 3 4 3 8 9 

洋 画 3 5 7 6 111 2 2 2 

彫 塑 10 2 0 14 4 4 

工 芸 9 2 6 12 4 7 

書 14 13 6 3 3 

版 画 3 61 3 6 10 0 

合 計 9 4 219 2 2 2 5 3 5 

研究資料 7 3 8 6 19 3 3 5 2 

昭和53年i度新収蔵作品一覧

日 本 画

番号 作 家 

l 岩 崎 

2 
当 

3 酒 井 

4 中 

5 
牛 

6 
牛 

7 
当 

8 
中 

9 
り 

10 高 畑 

ll 戸 田 

工2 東 山 

13 峯 岸 

14 渡 辺 

家 名 作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸 法 受入方法 

巳 人 海流の中に臆立つ裸女 昭42 紙 〇 着 彩 208.0×150.0 寄 贈 

当 波 涛 岩 礁 図 昭49 牛 191.5×129.5 当 

亜 人 冬 昭12 紙 ・ 着 彩 150.5×135.5 寄 贈 

中 直 根 昭25 II 127.0×164.0 II 

牛 山 昭26 当 152.0×187.0 II 

牛 晩 秋 昭27 当 170.0×199.5 当 

当 茶 室 昭28 II 172.0×247.0 当 

中 太 海 昭29 II 154.0×217.5 II 

り 樹 昭30 II 173.0×217.0 II 

郁 子 メ ステ ィ ーリ の女達 昭52 紙 ・ 着 彩 121.3×181.7 購 入 

康 一 風 化 昭53 紙 ・ 着 彩 130.4×487.0 購 入 

魁 夷 秋 深 昭50 紙 〇 着 彩 149.0×199.5 寄 贈 

魂山人 九 十 九 谷 昭51 紙・壁画 局側2曲1隻 132.5×149.4 寄 贈 

′’羊 夜 明 け 昭51 板 ・ 着 彩 210.5×301.5 寄 贈 

名 作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸 法 受入方法 

忠 溝芳夫 

老 母 像 明39 油 彩・キャンバス 8l.0× 60.0 購 入 

貌子窟第二軍司令部 明27 水 彩 ・ 紙 23.2× 33.6 II 

全 州 域 壁 上 明27 II 20.5× 41.0 II 

作 品 昭33 水 彩 ・ 紙 47.2× 28.0 購 入 

九 烏 昭31 水 彩 〇 枚 24.5× 33.5 購 入 

昇 彦 

札 昭12 油 彩・キャンバス 167.5×257.8 寄 贈 
] 

中 9l.0×116.5 当 石 

昭6 塵 当 80.5×100.0 当 

夢 の 詩 

昭53 昭52 

油 彩・キャンパス 9l.3×116.7 購 入 

元三郎 幸彦 

母 の 像 油 彩・キャンバス 159.5×129.5 寄 贈 

恩 師 の 像 II 45.5× 38.3 II 

ピ サ の 斜 塔 油 彩・キャンバス 116.7× 81.0 購 入 

7
-

洋 画



塑彫

国
入

贈

竺
購
寄

大

入

大

入

大

人

贈

購
購
購
購
晴
購
寄

」⊥
受入方法

購 入

名作 品

う ニケ)く ト ル ソ

肖

両
目

る

・

中
ロ

大
人
三
石
の

迦
邪
楼
∵
妨
婆
喉
利
膿

菩
一

大

夫

詩

詩

帰

任

風

子女

釈

大
阿
冨
迦
優
羅
金
目
阿
須

作 品 名 制作年 材 質・彫 状 寸 

飾l 宮 iト∴∴∴∴古 昭53 高さ1 ガ’ フ ス 

家 名

賢太郎

和 男

徽
美
大
昂

幹

本
木
鳥
川谷

鈴
鈴
中
長

3

4
-
b

6

7

8

工 芸

作 家 名

藤 田 喬 平

作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸 法 受入方法 

バ イ ロ ン の 言 葉 紙 ・ 墨 書 109.0×75.0 奇 勝 

作 家 名

小 安 花 郎

作 家∴名 作 品 名 制作年 材 質・形 状 寸 法 受入方法 

池 田 満春夫 出 来 事 昭37 銅 版 ・ 紙 36.5×35.5 購 入 

II 閉ざされた夜のために 昭41 石 版 ・ 紙 各52.3×39.3 当 

II 飾 り 窓 の 中 昭38 銅 版 ・ 紙 39.5×34.5 年 

当 ス フ
ィ

ン ク ス 昭45 り 40.5×35.0 り 

当 夜 の 旅 当 当 45.5×40.0 当 

小 野 具 走 漁 夫 昭52 銅 版 ・ 紙 40.5×53.8 寄 贈 

II 北 の 海 II II 54.8×40.0 Il 

当 加 工 場 II 当 39.6×54.5 II 

冨 田 文 雄 森 75
-

20 昭50 シルクスクリ-ン・紙 88.0×67.7 購 入 

/I 
接 合 77

」
25 昭52 II 59.5×78.8 II 

浜 口 陽 三 ざ く ろ 昭33 銅 版 ・ 紙 29.3×34.0 購 入 

lI ポ プ ラ 昭36 中 19.3×26.5 中 

II 顔 昭29 り ll.5× 8.5 中 

当 西 瓜 昭30 牛 8.5×13.3 lI 

科 名 受入方法 

料 黙語居士13回忌追悼会記念歌 他 池辺義象他 大正8 寄 贈 

料 油彩画「残雪」 昭31 音寄
贈 

-
8

浅 井 忠 関 係 資

宮 崎 丈 二 資



施 設

;
\

六
十

この建物は,幾つかの建設候補地の中から,千葉港

に隣接した臨海上里立地の一角に計画された。計画着手

寸埴寺はこの付近は訪れる人も少なく,海を通して石油

基地のタンク群や工場と煙を吐き出す煙突が望める環

境であった。

このような当初の環境下で,空気汚染,降下煤塵そ

して塩害など,建物に与える悪影響が予測されるため

に.材料の選択,梅漬,空調計面等は十分な検討がな

された。以下,主な部分について記す。

外壁の打込みタイルー先穂プリック構法

従来の外壁をコンクリートで表現している建物とは

異なり.炉器質タイルを聖枠代にしてコンクリ」トと

一体に打ち込む描法をもちいた。

今回使用したタイルは従来の断面と異なり,コの字

聖の断面をしており,型枠にセットせずモルタルにて

積上げられるように見込み寸法を5c鵬の厚味にしてあ

る。

施工方法は,内型枠,配筋工程の次のタイルを積み

5段毎に型枠のホームタイを適し, 2.400血血程度まで

積み上げ単管にて固定する。この2.400m血の高さは.

設計段階での試作実験にて安全を確認した数相である。

試作段階での支保丁は,縦方向に角材を 400ピッチに

適し,横方向に単管を 480ピノチに適し園走したが.

施工時は,縦方向に単管を 480ピッチに適して固定し

た。コンクリートの打誤は, L5m-2.Om/hの速度を

目標に行ない,ポンプにて打設可能な程度までスラン

プを下げた。この工程を繰返しタイル壁面を構成して

ゆ〈。

タイル面の施工時の汚れ防止には,ふのりを塗布し

た。タイルの目地は積み上二げろ工程で仕上げられ,表

面に現おれない目地の空隙にコンクリ」トのノロが凄

み込んでゆき,目地からの湊透水を防げ満足する状態

に仕上った。

屋根の天然スレート

前述のような環境のもとで,勾配屋根に適し,十分

にもちこたえられる材料としては耐候性鋼等が考えら

れたが調査の結果により天然ストートを使用した。

空 調 計 画

計画当初よI主 良好とはいえない外部環境から美術

品をいかに保護するかが,海浜に建つ美術館として,

ひとつの重要なテーマだった。外気取入れは,内部に

自動巻取りフィルター,ユニット型フィルター,活性

炭フィルター,キャヒラリーワッシャーの4種類の空

気清浄フィルターを組込んだ外気処理器を適して供給

一一一9

されている。

展フ両刺まCAV (定鳳量聖) +VAV(可変風量型)

方式により計画されている。わが国の美術館は,平常

の館内利用者に対して特別展や団体展等のときに非常

に利用者がふえて,発熱負荷の変動が大きくなる。 V

AV方式は,こういった条件に対して非常に効果的で

あるといえる。

管理棟は,エネルギーの省力化にも役立つVAV方

式を採用し,収蔵庫は,露点再熱制御方式により二つ

の条件の異なる収蔵庫を2台の空調機で空調されてい

る。

照 明 計 画

展示壁面は,自然光源と人工光源とにより全体計画

されている。

自然光源は展示室の高窓から取り入れられ,外部の

溝型ガラスと内部の紫外線吸収のアクリル拡散板を経

て壁面に達する。しかし,太陽直射光の鉛直面照度は

8時から15時の間で10%の時間か80.000lx 以上, 30%

の時間か50.000lx以上, 50%の時間が25.000!Ⅹ (平均)

以上, 90%の時間が5.0001x以上という測定植があI)

また水平面照度にしても50.000獲x (薄暗)から5.000lx

(曇天)の範囲と非常に明るい。このように必要以上

に明るい光源は,調光通路I和こ設けられた2板の電動

スクリーン(これは,計算柚により鉛直面熟度60.000

lx以上の条件のとき必要な枚数で.それぞれ異なった

透過率を有する布を使用した)にて基準の壁面照度に

なるよう調光される。

計算柄による透過率をもつクロスでの何回かの現場

実験の結果,クロスは白地のポリエステル(透過率53

.6%)と黒地のジョーゼット(透過率35%)の2枚を

採用した。ここで留意すべき点は,クロスの遮光性能

を良くするために,厚地の布や.コーティングされた

布を使用すると壁面に色がつくことがある。壁面の照

度分布の状態は,視覚的に均一な壁面が確保できな

曇天・雨天に対しては,蛍光灯と白熱灯を補助照明

として設置した。蛍光灯と白熱灯を併用したのは,演

色性を高めるためである。

第1 , 2展示室は,すべて蛍光灯と白熱灯による人

工光源で計画されている。壁面照度は,最高200lx に

押えてある。

固定ケースは基準照度を180lxに設定した。照明方

法は,全面アルミルーバーの天井ふところに蛍光灯を

2本並列させ,その間に白熱灯2個を配置した。

【設計監理者】

建築:大高建築設計事務所



構造:木村俊彦楕造設計事務所

設備:科・、和む用冷暖研究所

備品:大高建築設計事務所

【施行者】

建築: (株)竹中工務店

設備:空調二東洋熱工業(株),衛生二第一管工事(株),

電気二関東電気工事(株)

備品:天垂木し二,山口木材,佐々木ブラインド

【設計期間】

基本設計:昭和46年11月一昭和47年1月

実施設計: 1期展示棟二昭和47年7月一昭和48年1月

2期管理棟二昭和48年7月一昭和48年11月

【施工期間】

1期展′南東:昭和48年4月一昭和49年3月

2期管理棟:昭和50年4月一昭和51年2月

【階 数】

地下1階,地上2階,塔屋l階建

【高 さ】

碁礎底まで: Gし臆5,00m,最高軒高:展示棟二

GL+4.88m,管理棟二GL+9.33,最

高高さ: Gし十15.20m

【都市計画地域指定】

用途地域:準工業地域

【規模"面積】

敷地面積: 33,057.87m∠.建築面積: 6,19l.85m乙,建

ぺい率: 18.73%,延床面積:7,469.19mZ,展示棟二

5,194.59m∠,管理棟二2,274.60m之,施工延面積:

7,469.19m之,駐車台数: 101台

【構 造】

主体儲造:鉄筋コンクリート造(プレストレスト導

入),屋根:鉄骨造/主鋼材の種類:H型,山型,平

鋼二S S41および高張力鋼, PC銅棒/コンクリー

トの種類:A種・普通コンクリート(基礎"地中梁

・ 1階スラブ) Fc二210kg/(面, B種・軽量コンクリ

ート(梁・スラブ用・地上部) Fc二300kg/c叫 C種

・軽量コンクリート(地上部躯体でA, B以外の注

"壁など) Fc二240kg/c叩2

【外部仕上】

屋根:勾配屋根二アスファルトルーフィング・コロ

ンート,天然スレート3牧草,陸屋根二アスファル

ト防水,押えコンクリ-ト,豆砂利打込み

外壁:姉器質タイル(先積ビリック打込工法)一部

コンクi)」ト打放しおよび祈り仕上げにウエテキン

徐布

開口部:昭和鋼機(株)オーダーメイド自然発色サッ

シュ.一部型鋼グラファイト処理サッシュ,旭硝子

スーパーサンゴールド

【内部仕上げ】

玄関ホール・ロビー・第7展示室:床・巾木二自然

音臆10

石(北木島御影)円盤招および本磨,壁二コンクリ

ート砕r)仕上げ,プラスター中食下地検装仕上げ,

天井二岩綿吸音板 天井高二2,300 4,200へ13,500

展示室:床二ビニールホモシニアスタイル,聖二石

綿珪酸カルシウム,板下地クロス張r主∴徐装仕上げ

天井二岩綿吸音板,塗装仕上げ 大井高二3,600

3,240 4,500へ6,100

事務室:床二ビニールホモジニアスタイルおよびビ

ニールアスベストタイル,壁二プラスター中塗下地

塗装仕上げ,天上二岩綿吸音板塗装仕上げ,天井高

3,400

収蔵庫:床=フローリングブロック,壁・天井=米

杉 天井高二3.400 館長・副館長室・応接室:二じ

ゅうたん,壁二突破締付け,天井二岩綿吸音板 天

井高二2,600

【昇降機設備】

荷物用エレベーター(三菱エレベーター) :制御方

式二交流2段速度歯車式,セレクティブコレクティ

ブ(DWA) F操作方式,規模:容量3,000kg, カゴ

内法二3.000×3,000×3,000,速度二30m/min,戸閉

型式二電動式2板戸上下開き

【空調設備】

空調方式:展示棟二CAV(走鳳量聖)十VAV (可

変風量型)方式管理棟=VAV方式,保管庸二露点

再熱制御方式

熱源:空気熱源スクリュー熱回収ヒ一一トポンプ方式

【衛生設備】

給水:ポンプ圧送方式,引込み管径80Ⅲ皿

排水:汚水・難排水合流方式系統(管径300),雨水

系統(管径300)別,公設本管へ放流

【電気設備】

受電放式と契約容量:交流 3 相3線式 6,000V

50Hz,電灯幹線二交流 単相3線式200V/100V

50Hz,分岐支流二単相2線式200V/100V 50Hz,分

力幹線および分岐支流二交流 3相3線式200V50Hz

電話交税方式: 20回線クロスバー完全共通制御分散

中継方式

【防災設備】

排煙方式:自然排煙,機械排煙(第l,2,7展示室)

消火方式:屋外・屋「)両肖火栓.不燃性ガス消火設備

ハロゲン1301 (電気室,機械室,収蔵庫1.2)

自家発電:ティーセリレ機関直結交流発電機,定格出

力100kVA

【その他の設備】

防犯設備:ITVカメラ設備,防犯警報装置,調光放

送設備.火災報知設備



工期及建設径費

第1期工事(展示棟)

工期 昭和47年9 月20日一昭和49年3月31目

工事費 775,967千円

本 体 工 事 425,230千円

電 気 設 備 工 事 79,663千円

空 調 設 備 工 事 166,493十円

給排水衛生設備工事 28,995十円

外 構 工 事 67,705丁-円

ガ ス 工 事 7,881千円

設計管理料 29,613千円

県民アトリエ
懸案であった美術普及棟建設については,関係機関

ならびに各界の御協力によって,名称も新たに「県民

アトリエ」として,着工の運びとなった。昭和55年の

新年早々には完成し,県民美術サロンとして全回的に

も視色ある施設として注目を浴びるであろう。

単に“みる,,だけの美術館ではなく, `.かたる,,

`●っくる,,と総合的で動的な美の広場の運営をモット

ーとして,展′]守束,管理棟,県民アトリエの3棟が二

位一一体となるよう考慮されている。

建設に当っての基本理念としては次の4頭目があげ

られている。

(○県民の美術実技センタ一一として

第2期1二幸(管理棟)

工期 昭和50年3月1日一昭和51年2月20日

工事費 453,800千円

本 体 工 事 305,500千円

電 気 設 備 工 事 30,000千円

空 調 設 備 工 事 79,000千円

給排水衛生設備工事 19,514千円

外 構 工 事 17,786千円

(∋県民の美術写習センターとして

③県民の美術情報センターとして

(①県民の美術振興センターとして

なお,各室については,実技部門として,第l ・第

2 ・第3 ・第4アトリエ,写習部門として,講堂,研

修室(視聴覚三つ,情報部門として,情報資料室(閲覧

・視聴・書架・資料・職員コ一一十一等),振興部門とし

て,ロビー・談話室・休憩所・事務字,その他等とな

っており,総面積は1502面である。

なお各令で行われる事業向春や実施計画の具体的な

ものは,早急に検討し,広く県民の方々に楽しい美の

広場として提供し得るよう努力していきたい。

放



展 示 棟

玄関ホール

ク ロ ー
ク

倉 庫 A

II B

第一展示室
II 二 II

II 三 II

II 四 II

II 五 Il

II 六 II

II 七 II

食 堂

厨 房

従業員持主等

食堂ホール
ロ ビ ー

第一休憩室
肌 肌

管 理 棟

(1階)

第2 会議室

更 衣 室

医 務 室

文 書 庫

警 備 貝 毒

第一会議室

倉 庫

湯 沸 室

便 所

宿 直 室

物 置

用 務 貝 毒

審査室・資料準備室・荷解毒

消 毒 室

資 料 倉 庫

荷解梱包保管室

荷扱大抵室

機 械 室

廊 下 等

小 計

(2階)

館 長 室

副 館 長 室

第一応接室

第二応接室

12

102.40 m̃

91.80 m?

2,70 m∠

2.70 m?

437.76 m?

400.32 m2

469.08 m2

403.20 m乙

824.19 m2

330.58 m2

566.56 m2

119.52 m2

36.00 m2

17.28 m2

61.20 m2

335.52 m2

23.04 mZ

23.04 皿2

22.62 m∠

14.83 m2

21.18 mZ

22.02 m2

43.59 m2

20.15 mZ

7.19 m2

5.19 m2

24.54 m2

34.20 m2

9.92 m2

31.83 皿2

520.68 m2

3L79 mz

124.25 m乙

52.67 m2

2l.94 mZ

5L74 m之

123.52 m2

1.183.85 m2

33.27 m之

23.42 m2

14.67 mZ

14.55 m2

合 計

第三休憩室

便 所 A

II B

身障者用便所

コントロール室

フィルタ一室

工 作 室

発 電 機 室

電 気 室

ポ ン プ 室

機 械 室

高架水槽室

E. V機械室

E. Ⅴ廻 り

ダクトズーミース

廊 下 等

庶 務 課 室

会 議 室

学 芸 課 窒

学芸相談室

研究工作室

写真スタジオ

器 材 室

暗 室

第一収蔵庫
II 」 II

E. Ⅴ前室

便 所

湯 沸 室 A

II B

廊 下 等

ダクトスペースその他

小 計

合 計

23.04 m?

30.24 nl∠

23,76 m∠

7.92 m2

20.16 m2

28.92 mZ

31.00 m2

25.00 m之

123.20 mフ

76.80 m∠

305.20 m2

11.46 m∠

27.28 m2

54.56 mZ

35.68 m2

123.48 皿Z

5.194.59 m之

112.34 m乙

43.84 mZ

195.32 m2

23.91 mZ

216.49 m2

54.30 mZ

6.74 m2

12.19 m2

184.40 m2

42.81 mZ

16.39 m∠

21.50 m乙

3.24 mZ

6.87 m2

60.94 m2

3.56 mz

l.087.19 m乙

2,274.60 m2



浅井忠像建立事業
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1.建立の趣旨

太、辛洋戦争後,文化国家として再出発した日本のあ

ゆみの中で 千葉県美術会は有志をもっていち早く結

集し、千葉県の美術文化の振興普枚をめざし,主たる

事業として通年千葉県美術展覧会(県展)を開催して,

千葉県民参加の創造的な文化活動の一翼を担ってまい

りましなう 53年秋には30回目の県展開催を迎えること

になりました。

おたく したちは,こうした画期的な年を記念するた

め、千葉県美術会の提唱を受け,広く社会的に協賛を

ふ潮境いして,千葉県の芸術文化のシンボルとして,浅

井忠(1856「1907)のブロンズ像の建立を計画いたし

ました。

浅井忠 は千葉県の佐倉港出身で,日本の近代洋画

界の先駆的な本道を歩んだ巨匠であり,かつ,芸術的

に幅広い活動を展開した軌跡は不滅の存在であります。

県民の美の広場として「みる・かたる・つくる」をめざす千葉県立美術館梅内に,この浅井想像か具現す

れば,偉大な業績を顕彰することになり,さらに県民文化の再発見を促すことも期待され,影響と感化は多大と

信じております。

芸術文化の振興普及を願うおたくしたちは,自主的な勢力はいたしますが,ここにこの事業への共鳴と建立資

金のご援助を重ねてお願い申しあげる次第であります。

2.建立に至るまでの経過

52. 6. 20 県美術会で県展30周年記念行事計画小委員会の設置が決まる、、

53. 2. 14 浅井 忠 像の建立の具体的方針について,建立委員会世話人会が構成される(、

53. 5. 17 浅井 忠 像建立委員会結成され,会長に茂木啓三郎氏推される。

53. 6. 6 各関係機関に趣意書と募金申込みをお願いする。

大須賀力氏に浅井 忠 像制作を依頼する。

53. 11. 18 浅井 忠 像除幕式が挙行される。

3.実施 概要
l.題 字 浅井想像 千葉県美術会長 浅見書舟書
2.撰 文 浅井想像建立由来

日本近代洋画の先駆的巨匠で,千葉県佐倉市で成人した 浅井想 像が完成した。県展30

回を記念して千葉県美術会が提唱し,その輪か拡大され県民的な 浅井 忠 像建立委員会に

結集した所産である。

浅井 忠 は安岐3年(1856)6月21日に誕生し,明治時代初期に洋画家を志した。春歌や収

穫などの作品で認められ,東京美術学校教授に就任後,フランスに留学し,グレーの洗濯場

等を連作し高く評価された。帰国後は京都高等工芸学校教授に転じたが,この間,数多くの

後進の教育にも尽く し敬伸され,明治40年’(1907)12月16日に死去した。

ここに浅井 忠像が建立された意義は多大である。とくに本県芸術文化の象徴として永

く指標となり光彩を放つものと確信する。

昭和53年11月18日

千 葉 県 知 卓

千葉県美術会長
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3.制 作

4.施 工

千葉県美術会常任理事・日展評議員 大須 資 力(立像高さ2.40メートル)

鋳造 間宮美術鋳造株式会社
台座石 山 谷石 材 店(材質 万成龍王石)

植栽等環境造成 共楽園緑化

環境整備指導 千葉大学園芸学部環境植栽研究室 安蒜俊 比 占

4.浅井 忠 昭年譜

1856年(安政3)

宣863年(文久3)

1875年(明清子8)

1876年(明治9)

1889年(明治22)

1893年(明治26)

1894年(明治27)

1898年(明治31)

1899年(明治33)

1902年(明治35)

1906年(明治39)

1907年(明冶40)

江戸木挽町の佐倉藩邸に牛まれる。幼名は忠之丞

佐倉の将門に移住する

上京後,田沢新九即の彰技堂にて洋画を学ぶ

工部美術学校画′学科に入学する

明治美術会を同志と創立し「春畝」を出品する

佐倉藩士 立見 直の妹安子と結婚する

日清戦争に従軍し,後にスケソチが「従征画稿」となる

東京美術学校教授に任命される

西洋画研究のためフランス留学を合せられる

フランスより帰国京都高等工芸学校教授となる

関西美術院々長となり「武士の山狩」完成する

心臓麻痺のため逝去(享年51オ)

5.附帯 事業
(l)銅像周辺の植栽

イヌツゲの牛丸を的100m,東側道路に画した十手に配し,なあ 前庭ならびに中庭に潮風に強いヤマモモ,

モチノキ,低木のヒメクチナシ等で緑で包む環境を構成した。

(2)記念絵はがき刊行

浅井 忠 像の建立を.多くの関係者に実感的に報告するため.銅像を中心にした全景と銅像及び撰文,浅井

の作品で,本館所蔵の「婦人像」, 「京都高等工芸学校の庭」の6枚1組を印刷し配布する。

(3)筑波l†記の復刻

浅井が23才の青年図画教師の折に.佐倉を経て,多古・八日市場・銚子を通って,筑波山に登頂した10日間の紀

行文を読み下しと解説を加え刊行した。

B5版 66ページ 1,000部
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1 展覧会の開催について

特別展として,年度招小二「黒田清輝展」を東京国立文化財

研究所と共催で行ない, 9月には「‾天折の画家たち」を展観し・

着くして世をよっな 日本画・洋画家25名に焦点づけを行った。

文化庁と共催した「第12団現代美術選抜展」では,日本画・洋

画・版画・彫刻の代表作品が展示された。

企画展の「房総の書芸展」は,千葉県ゆかりの作家の作品に

触れる機会をもっな「堀江正章とその周辺」では,旧制千葉中

学校の図画教師であった堀江とその師弟関係の作品を展示し

な隔年毎に千葉県とかかおりのある作家とその代表作を「第

2町千葉県秀作美術展」として.各分野の作品を展望した。

′轟貴展では,本館所蔵の作品を二期に分け・「浅井忠とその田

辺」と,風景画を中心に展示した。千葉県移動美術館では・松

戸市文化ホールと,県立総高博物館で開催し,地域の人々に・

美術品に接する機会と,本館の存在を示すことができた。

2 普及事業について

美術普及室では,浅井忠関係の資料室,図書,集会所を配し・

広く利用に供した。また夏季大学・美術講演会・美術を語る会

・実技講座等も,多くの愛好者に利用を得た。館報・年報・第

2号の紀要・新たに児童旧すの館案内のリーーフレバ・年間ポ

スター,更に県下全域に広報される「県民だより」等によI)広

く事業の案内を広報した。

3 資料収集について

美術資料は,収蔵方針に塞いて,本年度は特に彫塑・工芸●

版画に重点をおき収集を進め,より調和ある収集をはかった。

作品の寄付も,東山魁夷氏の「秋深」をはじめ,多くの作家や

篤志家の好意を受けている。新規に収蔵品目録の発行と研究員

による県内資料の調査を行い,収蔵資料と展示作晶には・相当

額の保険を掛けて,不測の事態に対応している。

4 調査研究について

日常の調査研究を展覧会へと発展させる一万・第2号の紀要

を刊行し,館の姿勢を示した。

特別展は,資料室を設け,作家と作品の制作過程や歴史的な

側面を明らかにした。

友の会も会員数が1,200人を突破し,有志による海外(韓国)

へ美術と文化財を訪ねたり,県内外への美術館にて鑑賞をする

機会をもつなど,更に洋画実技講座を自主的に計画するなどが

みられた。

-15「



常 設 展

常設収蔵作品展

●浅井忠とその周辺

●3人の版画家墳九・浜口陽三・池田満方夫の世界

会 期 昭和53年4月6il-9月17il

既示点数 108点

入場者数 31,742人

本年度の常設展は,対象とする作家あるいは分野をしぼり,特に作家の個性や業紋を掘りさげろことに主眼を

第1期は,浅井忠をとr)上げな黒田清輝と共に・日本近代洋画の先駆者として位置する浅井忠は・本県の生

んだ作家であり.開館以来,その作品をはじめ関係資料の収集を積極的に行なった。

酷的l年度に特別展「浅井忠とその師弟展」を開催し・その業績を辿ったが・今回・収蔵している作品と資料

により.多面的に浅井忠の特質を探ろうとするものであった。

また旧字に,版画の世界にも視点を掠大し,日本の現代美術に大きな彩響を与えた瑛九,現在 フランスに留

ま引司際舞台で活躍している房総ゆかりの浜し」陽三,そしてアメリカで多彩な芸術活動を続ける岩手作家の池田

満万夫,これら個性的な3人の作家の作品を展示し,それぞれの美に触れていただく機会とした」

出 品 目 録

●浅井忠とその周辺

作 家 名

〈日本画〉

浅 井 忠

忠

〉両津
井

〈

浅

人

嫁

虎

韓

母

老

婦

農

忠

名家

仁十ナ

作

浅

家作

図

図

図

図

名品

足

入

信

作

の 肖 像

母 像

人 像

婦

フ ラ ン ス 風 景

沢 入 駅

渓 流

盤 梯 山 の 図 フォンタネージ

金 州 城 南 門 外 松 岡 寿

金 川 城 壁 上 都 鳥 実 害

平 城 大 同 江 煉光亭
兵 士

鍛
印
風
曳
鎌
鎌
奈
平
房
房
房
浪
盤
神
森
婦
人
洛

晶

冶

賂

作

舟 通 り

鐘仏
日
自
白

大
同
言
=
-
出

城

の

犬

山梯

倉

寺

良

楼

浜

浜

浜

村

図

女 之 図

と 小 用

人 像

瀬 の 秋

北 の 早 春

男 性 裸 像 霜 鳥 之 彦 ロ シ ア の 女

農 家

京都高等工芸学校の庭

中 沢 岩 大 像

仁 王 像

一16-

緑のスウェーターの女

秋 果

黒 田 重 太郎 浴 後

女 と 小 犬

池

印



作 家 名 作 品 名

有 井 柏 亭 信 州 風 景

濡部活 五郎 ハ
ド ソ ン 河 の 朝 語

間 部 時 雄 田 園 風 景

〈その他〉

浅 井 息 図 案 画 稿

忠

名家
井

作

浅 教

彫

工

書

ス

方

)生

ミ卑し

ニ留

同月

碕
沼
京
。
倉
←
良
楼
浜
浜
浜
村
図
∴
図

像
秋
奉
安
女
果
後
天

の

●3人の版画家 瑛九・浜口陽三・池田満春夫の世界

作 家∴名 作 品 名

墳 九 楽 園

愛 の 家

鳥

道

休

踊

鳥

ヴ

さ

林

少

動

庭

仲

み

家

波

オ

夢

の

指

手

イア

日

り

目

さ や さ

の 目

女

物 の 仲 間

園

間

み づ く

の た

池 田 満 芳 夫 シ ン デ レ の

ね

ラ

む

広

Something l
ハ ー

ト の 位 置

午 後

アウ ダスト スに寄せて

く ず れ た 土

蒼 白 な る 真 珠 色

枯 れ た す げ

メ ラ グ ラ ー ナ

印刷物 日録 B5 2折 6,000枚

一一17-

作 家 名

池 田 満 芳 夫

三陽口演

作 品 名

春 雷

競 拐 繚

胚軽(ま たは木の芽時)

花 を つ け た 灯 心 草

開 い た ブ ラ ウ ス

中 間

ウ ェ ル カ ム B

マ ー ガ レ ッ ト の 庭

遥 通るな・
力

う さ ぎ

し た び ち め

パ
i) の 屋 根

緑 の ぶ ど う

魚 と さ く ら∴ん ほ

う い き ょ う

ぴ ん と く る み

ピーマ ン のあ る 静物

ト リ コ ッ ト

赤い鉢と黒いサクランボ

1/4 の レ モ ン

サク ラ ン ボ と 青い鉢
テーフつレ桂卜けとサクランボ

く る み
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常設収蔵作品展 一風景の 美一

会 期 昭和54年1月19日-4月15日

展示点数 42点

入場者数 26,305大

本煉覧会は,千葉県立美術館が収蔵している作品から,明冶以降の画家の描いた鳳景画に焦点をあて展覧した)

各画家は,それぞれの美意識を風景に託し独自の両面を構成し,胤貴は,画家にとって∵削こ身近な存在であり▼

恰好のモチーフとして大きな役割りを果してきな 日本画と洋画の織りなす風景の美を十分にご鑑’糾、たたき・

廿-の主題から各日の色彩と技法を理解されて,その創造的な美の世界を享受され,さらに地域の美術文化活動

に資する機会とした。

作 家 名

〈日本画〉

岩 崎 巴 人

東 山 魁 夷

吉 岡 聖 二

酒 井 取 入

秋 葉 長 生

篠 崎 之 男

杉 原 元 入

田 岡 春 径

峯 岸 魂 山 人

〈洋 画〉

浅 井 忠

寿

喜莫

岡
鳥

松

都

石Iii 寅 治

石 井 柏 ′寺

澤部活 五郎

間 部 時 雄

原 勝 郎

石 橋 武 治

大久保作次郎

林 倭 衝

菅 谷 元 三郎

作 品 名

出 品 目 録

作 家 名

幡 貞 雄

波 淳 岩 礁 図

円

秋 深

溝

太 海

丙 の 京

瀧

海 花

幽

九 十 九 谷

沢 入 駅

奈 良 郊 外

京都高等工芸学校の庭
森 と 小 月i

巴里郊外サ ンク ー ル

八 瀬 の 秋

洛 北 の 早 春

大 岩 の 浜 辺

信 州 風 景

ハ ド ソ ン 河 の

田 園 風葛

モ

街
京

森

筑

早
夜

丘

岩

沼

印刷物 目録 B5

波

の

遠

雷

ン

灯

朝

卜
風

(

鐘

海

の

田

風

上

和

枚0006折2

議
景
ル
景
橋
の
望
春
士
楼
岸
景
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鉱山から見た房総半烏

三 田 康 冬 の 入 吠 崎

廃 塘

円 城 寺 昇 岩

無縁 寺心澄 銚子 大 新 楼 上 に て

鳴 川 誠 一 飯 取 の 雪

東 北 風 景

山 本 不二夫 ハイ テルベルグ風景
笹 岡 了

一 秋 麗 芦 ノ 湖

桜 田 精 一 冬 の 並 木 道

秋深 東山魁夷
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特 別 展

高
崎
城

て

当
岩
畳
間
道

ー近代日本洋画の巨匠一

黒 田 清 輝 展

会 期 昭和53年4月27日-5月28日

展示点数 94点

入場者数15,816大

黒田清輝は,慶応2年(1886)鹿児島に生まれ,東京で育ち,

明治17年から26年(1884臆93)までフランスに留学.はじめ法律

を志し,途中から絵画に転じ,ラファエル・コランについて′羊

び.帰国とともに西洋の新しい画風をねが国にもたらした。そ

れは,印象派風の明るい画風で,日計、色調と旧い写実主義に低

迷していた半時の画壇に大きな衝撃をあたえた。白馬会という

美術団体を組織して活躍,東京美術学校西洋画科の初代教授に

えらばれている。その後も,文展審査員,帝国美術院会員とな

り,芳醇な作品を発表し,洋画界の第一人者の地位にあり,ま

た貴族院議員となり文化行政にもあたったが,大正13年(1924)

東京で没した。

調獅纏 開園闇田閏闘四国圃

鶉閏清瀬藤

今山の度覧会は,東京国立文化財研究所との共催で行い,最初期の木炭デッサンから,大作「昔語り」制作の

ためのデッサンや油彩画稿類など本格的な制作の道程を示す作品群と名作を共に展示することによってこの巨匠

の足跡をたどった。

出 品 目 録

作 品 名 制 作年
〈油 彩〉

田 舎 家

裸 体 女(後半身)

裸 体 女(全身)

裸 体 男(半身)
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昼
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肯

青

首

躊

画 像(トルコ帽)

室 の 一 隅

i)

鵜 風 景

れ 野 原(グレー)

物

面 烏

髪 の 少 女

レ ハ の 海 岸

景(グレー)

雪

寝

語 り 下 絵(構図)

1888年

1889年

1889牛

1889年

1889年

1889年

1889年

1890年

1890年頃

1891年

1891-2年

1892年

1892年

1892年頃

1892年頃

1894年

1896年

語 り 下 絵(草刈り娘,僧,舞妓,仲居,男と舞妓)

語 り 下 絵(舞妓) 1896年

語 り 下 絵(仲居) 1896年

作 品 名 制 作年

昔 語 り 下 絵(清閑キ景,清閑寺門) 1896年

母
湖
桂
婦
も
白
花
栗
温
案

つ

藷
拒
梅

一19一

夫

子

畔

公 肖 像(画稿)

人 肖 像

日

画
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画

拾

山

嵐

つ

雪

芳

村

室

る 影

像

野

Jヽ

増

子

ぢ

薇

園

朴

1899年

1897年

1897年

1910年

1911-12年

1914年

1914年

1907-15年

1918年

1919年

1920年

1919年

1921年

1922年

1923年

1923年

1924年

1924年
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昔
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作 品 品

〈木炭デッサン〉

の 顔(模写)

婦 習 作

体 習 作

体 習 作

体 習 作

の 顔

体 習 作

婦 習 作

体 習 作

婦 習 作

の 顔

年

端 習 作

体 習 作

体 習 作

の 顔

子 に よ る 女

婿 習 作

体 習 作

物 す る 女

物 す る 女

景

図 画 稿

図 画 稿

凶 画 稿

図 画 稿

図 画 稿

図 画 稿

図 画 稿

図 画 稿

図 画 稿

図 画 稿
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1
8
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8

1
8
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8

1
 
8
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8

1
 
8

1
8

1
 
8

1
 
8

1
 
8

1
 
8

1
 
8

1
 
8

1
 
8

1
 
8

1
8

作年

86年

87年

87年

87年

87年

87年

87年

88年

88年

88年

88年

88年

88年

88年

89年

89年

89年

9
0
年

9
0
年

頃

頃

頃

午

年

年

0

0

0

(傘待つ女)

(傘持つ女)

(女の顔)

(手)

(女の顔)

(女の顔)

(千)

(坐る女)

(坐る女)

(横たれる女)

図 画 稿(坐る女)

語 り 図 画 稿(構図)

語 り 図 画 稿(舞妓半身像)

語 り 図 画 稿(男着衣半身像)

語 り 図 画 稿(男の脚)

語 り 図 画 稿(手)

語 り 図 画 稿(男裸体半身像)

語 り 睦I 画 稿(仲居全身像)

語 り 恒i 画 稿(仲居半身像)

語 り 図 画 稿(舞妓全身像)

語 り 図 画 稿(舞妓半身像)

語 り 図 画 稿(僧半身像)

語 り 図 画 稿(僧の手)

-20

年2981

18 年29

1892年

1892年

1892年

1892年

1892年

1892年

1892年

1892年

1892年

1896年

1896年

1896年

1896年

1896年

1896年

1896年

1896年

1896年

1896年

1896年

1896年

語 り 図 画 稿(草刈り娘全身像) 1896年

語 り 図 画 稿(草刈り娘の足) 1896年

昔

婦

花

語

作 品 名 制作年
り 図 画 稿(僧の足) 1896年

人 肖 像 1898年

野 図 画 稿 1907年頃

〈写生帖〉

写 生 帖 2 号(Fontainebleau) 1887年

写 生 帖 3 号(壷鵠)  1887年
写 生 帖 4 号(Grez,解剖学講義)1888年

写 生 帳 5 号(Barbizo時BoigrleVille) 1888-89年

写 生 帖 6 号(Blankenberge)  1889年

写 生 帖 7 号(Grez) 1890年

写 生 帖 8

号(藍蕊鵠p,nal) 1891年
写 生 帖 9 号(Brehat) 1891年

写 生 帳 25 号(Grez,夏図構図) 1892年

写 生 帖 10 号(京都旅行) 1893年

写 生 帖 11 号(京都旅行) 1893年

写 生 帖 12 号(京都旅行) 1893年

写 生 帖 26 号(北海道旅行) 1894年

写 生 帖 13 号(横浜本牧,鎌倉) 1894年

写 生 帖 14 号(日清戦争) 1894年

写 生 帖 15 号(日清戦争) 1894年

写 生 帖 16 号(日清戦争一野戦病院)1894-5年

〈書 簡〉

黒 田 清 綱 宛

黒 田 清 綱 宛

黒 田 清 綱 宛

4881

6

7

8

8

8

8

H
‖
〇
〇
〇
〇
‖
甲

3

1
 
0

8

m

2

4

〈日 記〉

1891年6月12日-25日(明治24年,独仏国境旅行記)

1895年1月18日-30日(明治28年,日清戦争従軍日記)

1896年l月-12月(明治29年)

1899年住所録(明治32牛.表紙・自画像)

1917年1月-12月(大正6年)

〈参考出品〉

朝殖図(焼失)写真パネル1893牛

昔語り(完成図・焼失)写真パネル1898年

高村光太郎作 黒田清輝像 ブロンズ1932年

遺品 画室用イーセリレと椅子

遺品 絵具箱

記録写真 16枚
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遺品 画室用イ一七㌧レと椅子

講 演 会 5月6日「黒田清輝と明治絵画」陰里鉄郎氏

美術を語る会 5月20日「フランス留学時代の黒田清輝」大本 衛

印刷物 図録24.OcmX25.Ocm l,000部 ポスター73.OcmX51.5cm 2500枚 36.5cmX5l.5cm 2500枚

チラシ B5 29000枚
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天折の画家たち

会 期「i葡し暮53年9月21ロー10月19=

展示点数 50点

入場者数 7,939入

れが国における近代絵画の展開は,かつてない激しい動きと広が

r)をもったものであった。そして,これらの絵画運動は.それぞれ

の時代の変化を鋭敏に反映し,感受性豊かな若き作家達によって推

進されてきたともいえる。それは,従来の絵画への懐疑でもあり,

反抗でもあり,また次代を担ねんとする自負の牙ばえでもあった。

しかし,新しい芸術の創造を目指し,熱情をかたむけながらも,病

魔におかされ.或いは突然の事故に見舞おれるなど,苦悶のうちに

その矩かい生涯を閉じた作家達もまた少なくない。これち天折の画

家達の鋭い感性によってとらえられた問いかけは,自己の時代を生

きた証しとして,今」‖こおいてもなお新たなる感動をなげかけてい

る。それはまた,若くして死んでいった者への愛情と未知数への期

待でもある。
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今昔芝居風俗のうち 幕間

池 田 蕉 園 秋 の 思 い 出
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′ト 茂 田 青 樹
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落 合 朝 風

〈洋 画〉
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林檎 と 瓶のあ る静物

大 島 風 景
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岸 田 劉 生 麗 子 座 像
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作 品 名 作 家 名

河 (汐瑠近く) 有 井 茂 雄
厳 状 態

作 品 名

戒 厳 状 態

閃
弟
雑

火

女
女
女
婿
角
室
女
花
女
ト
ラ

物
像
物

り
争
路
〈

日本式尊 青木 繁

林檎と瓶のある静物 中村泰

講 演 会10月8日「近代日本美術の青春」本圃正義氏

美術を語る会 9月30日「天折の画家たち」高幡在 久

映 画 会 9月23日・10月14円「近代日本絵画の流れ」

印刷物 図録 26.OcmX18.2cm lOOO部 ポスター 73.Ocmx51.5cm 2000枚

チラシ B5 10000枚(兼・目録)
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一一中央における美術団体展の受賞作品を展観一

第1 2回現代美術選抜展

会 期 昭和54年l月9日-1月21日

腿,言点数 74点

入場者数 1,940人

この展覧会は、文化庁が東京で毎年開催される美術公募団体度の

受賞作品を一′勘二集め,さらに過去文化庁が買上げた作品をも加え

て全面」したもので,東日本では本館のみ公開した/、

二二に選ばれた作品をとおして,現代社会の複雑な要素の中で,

真撃な現実一忍減と美術創造の仕事に取り組み、さらにその可能性を

も先取りしまうと図っていることが読みとれる、おだやかな自然観

照,直裁な貴甲’ノ王置」の追求,心象瓜貴や幻想世界の展開,社会的状

況のアイロニーーなど、作家それぞれに現代へのアプローチが試みら

れている このように多様化する現代美術の動向を理解していただ

く 一助として開催した
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書
遊

暮 れ て

‖
]

つ

た

i
 
l
、

培

い

行

ノ

ナ

を

が

ゝ
i
γ

女

丘

麓

電

港

村

隅

稔 午 後 の 答

京 子 薯 薇 の 暗 示 C

瀬 博 ある空間エネルギーの凝集

須 田 寿 白 い 家 (ミ コ ノ ス)

「
i

高
相
∴
寝
間
∴
泊

涛
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作 家 名 作

日 野 耕之祐 鳥 が 舞

〈彫 刻〉

植 木 舜

鬼 東

平 山

粕 谷

佐 山

津 田

朝 岡

山 本

瀬 戸

け∴羽

森 田

恵

隆

幸

道

裕

康

兼

武

清

司
也

司
知
子
二

丈
剛

雄

記

P

山
レ
曲
大
ユ
作

石

お

晩

出品団体・出品辰致一覧

レ
し

ー
“
「

品

う

名

念 写

-

43 の 記

崎 氏 の

地 の

淳

海

兵
憶
首
-
詰
り

品
会
な
夏

作 家 名 作 品 名

安 田 周三郎 塊 (異 形 E )

宮 崎 稔 Position

松 尾 光 伸 OVAしOGY臆012

山 賊 克 夫 安∴∴葉 椅 子

若 林 奮 振 動 尺 試 作 Iエ

〈版 画〉

サイトウ 良 作 品も仏536臆731

松 島 順 子 碑 と 動
か七三∴∴∴ち

溝 地 溝 爾 寓

西 田 知 子 反

黒 崎 彰 夏

意

映

の 塔

J仏 10

夢 2

禁じ られた恋人たち 5

種目 日 本 画 洋 画 版 画 彫 塑 計 

選 抜 作 品 13 29 4 11 57 

招 待 作 品 3 2 2 7 

文 化 庁 買 上 作 品 3 2 2 3 10 

計 19 33 6 16 74 

H
人
l
彫
る
ち
ー
高
男

量
章
説
i
性
い
て
女
一
‖
純
量
松
村
隅
客
C
集
)
凝
∴
ス

種,∴∴目 団体名(五十音順) 

日 本 画 洋 画 版 画 彫 刻 計 

l.一 陽 会 2 l 3 

2.行 動 美 術 協 会 2 l 3 

3.国 画 会 2 1 l 4 

4.主 体 美 術 協 会 2 2 

5.春 陽 会 2 1 3 

6.新 制 作 協 会 2 1 3 

7.自 由 美 術 協 会 2 1 3 

8,創 画 会 4 4 

9.独 立 美 術 協 会 3 3 

10.二 科 会 3 1 4 

11.二 紀 会 3 2 5 

12.日 展 7 6 4 17 

13.日 本 版 画 協 会 2 2 

14.日 本 美 術 院 5 5 

15.モダンアート協会 2 l 3 

小 計 16 31 4 13 64 

文 化 庁 買 上 作 品 3 2 2 3 10 

計 19 33 6 16 74 

印刷物 図録 24.OcmX18.2cm 500部 ポスター 73.OcmX51.5cm 1500枚

目録 B5 10000枚(兼・チラシ)

-25臆



企 画 展

ー江戸から明治にかけての書家・学者・文人の書跡による臆

房 総 の 書 芸 展

会 期 昭和53年7月20【1-8月31日

展示点数 92点

入場者数 10,647人

この展覧会は,本館企画の書の展覧会としては,開館以来はじめ

てのもので 今回は,江戸から明流にかけての房総の書芸に視点を

当ててみた。,

房総の書の蛭史をたどると,墨書土器などから,ねが園の書と同

じように奈良時代に源流を求めることができるが,文字は長い間,

皇族" 貴族・高僧など上流社会の中で活用され,一一般の人々には縁

遠いものだった。

へ∵音 まず 講 演)消浅くよる

麗綴餓馨蓑廃

しかし,江戸時代以降は,幕府の文教政策などの影響により一般

化し,実用から装飾,純粋な芸術面にまで その実も多彩になり,房総の地にも,書とかかおりのある,多数の

儒者,文人墨客があられれた。

ここでは.房総の地にかかおりを持ちながら,文化の発展につくした,先駄者の作品を集め作者の遺風と墨跡

に)出し 用の美と芸の美の理解,鑑賞の機会とし,書芸の振興に役立つことを目的とした。

作家名
やなぎ差 しようさい

柳田 正斉 老

明

芙持∴蕉請

香川 松石
かみやま∴∴∴∴な つら

神山 魚貰

い のう ひでのI)

伊能 頴則

うなか.な Iこねひレ)

海上 胤平

大
館
臥
暗
線
露
柳
山
巌
う
か

河

忍

河

古
土

さ

長
子

作

也
三
山
の
荘
青
山
ぇ

境
治
姥
山
読
日
通
と

こ
“
\す

も

干

す

春

思

同

志

渡

れ
の
緋

あ
ら
咋
義

は

〈

歌

惰

年
頭
詩
生
藤
原
ど

風
春
苦
く
み

月

恋

の

烏

ど

歌

」よ

目出
詰
輔
弼
的
㍊
轍
的
器
柵
珊
鮒
鮒
輔
弼
慧
輔
弼
的
轍
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作家名
うなかみ Iこれひち

海上 胤平 高

作 品

殿

ほ ろ ほ ろ

う す く こ

あ や ま り

い ざ 子 ど
すず き∴∴∴∴まきゆき

鈴木 雅之 水 郷 春
し、とう さ∴∴ら お

伊藤左千夫 「寺 田 憲」

天 地 の も

章ブリび しん

蕨 真 「成田図書館」

「石 川 照 勤

鮭 松増

しち∴い∴∴ちi 」うすい

白井 烏酔

小

東

山

題

題

渓

詠
研
我

名
一
ほ

う

遺
言
瑠
帯

.
ぎ
す

春 日

同
生
絶
岩

城

陽 先

画

苑

家

猶

蘭
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健

月

と
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び
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物
冊
冊
冊
冊
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冊
物
物
物
物
物
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軸
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∴
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書
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書
書
矩
軸
軸
軸
軸
軸
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額
軸
矩
∴
矩

短

の

と
く
も
ー
も
望
宛

の

宛
宛

の
以
諒
像
句
図
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蒜
謹
柵
脇
轍
胸
部
神
歌
脇
冊
訊
瓢
脇
脇
脇
臥
訊
柵
柵
柵
柵
柵

宛

宛

両

面
∴
異

身

宛

記

宛

蘭

帖

宛

宛

歌

歌

量

宛

宛

て

声

曙

烏

の

作 品 名

「重 野 安繹
「大 槻 文 彦

日 出

魚 雷 挟 風

君 子 敬

敏 之 禍 汝

「松 辛 伯 爵」

明 親 館 熟

「秋 吉 俊 吉

作家名
き∴むら∴∴∴まき こと

木村 止辞

(こしむ′, しI了 き

西村 茂樹

謂 露二
つi∴だ う㌔〉 〇二

津田 梅子
Iこか もり すいが人

高森 砕赦 也 買 往

群 書
あき い∴∴∴∴ちYDう

浅井 忠 「 妻 」

「 母 音

の

亜 ノ車∴公 の

都

塚 節

塚 節

に し

長

長

札
映

鶏

漁

床

題
陽

片

興

萌

「

拒
頁

は
秀

の
取

か
香

旅

晩

初

期

朝

「

冊

物

物

物

物

画

風

画

面

物

物

面

物

物

物
物

物

物

物

物

両

面

状

状

冊

装

矩

地

軸

軸

軸

扇

屈

扇

触

軸

抽

紙

軸

軸

抽

抽

軸

軸

軸

軸

観

扇

善

書

妃

作 品 名

画 に

日 詰

(八歳の書)

と

詩
珪
遊

菅

今
立
孫

門 巷 青 書

七 夕 七 律 詩

野 水 縦 横
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家

画
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云

箱
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転

政
所
陰
山
酒
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鳳

宛

宛

亭
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目
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書
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「
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言
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家

台
木

作
哲
雄

う∴∴さ え しんすい

宇佐美潮水

とう 音こよ う し、ちどう

東条 一堂

かいほう き」そん

海保 漁村

よし の き入 りよ

星野∴金陵

と∴なかじのうごけん

田中従吾軒

小永井小舟
よ I三 かつかい

依田 ′’曽彊

ポスター 59.5伽X42.OcⅢ 1000枚 目録 B5 2折 7000枚
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日本美術史に残る多くの逸材を育てた旧制千葉中学校図画教師

堀江正章とその周辺

会 期 昭和53年12月7ロー昭和54年l月15日

展示点数 59点

入場者数12,364大

堀主上は,日本近代洋画の黎明期に活躍し,黒田清輝がもたちした

外光派よりも早く,三原色を用いて当時としては無類の明るい画風

で, 「コバルト先生」とも呼ばれた。

また,画学専門学校,大事館,そして旧制干葉中学校に在職中,

教え子たちの美術への才能を見出し.育み,美術史上に名を列ねる

多くの美術家を輩出させた。

この展覧会では,近代日本洋画史上に重要な軌跡を残し,しかも

美術教育においても忘れることのできない堀江正章に焦点をあて,

さらに彼をとりまく師弟の作品をも同時に展観し,画家として,教

育者としての業績を探ろうと開催した。

出 品 目 録

作 家 名

堀 江 正 章

作 品 名

室 内 草 花 図

富 士 山

耕 地 整 理 の 図

西村房太郎富士登山の図

西 村 房 太 郎 像

西 村 房 太 郎 氏 祖 母

=本営縮足に燈る多くめ逸材安置てた

旧聞千葉中辛校璃画数騨

作 家 名

矢 崎 千代二 エ

ト

岡 田 三郎助 あ

千繋螺高美術館
i

.マ∴(械l/き ふ く二 義うう9

名
の
風
の

河

品

ノ

め

べ

作
ル
リ
や

満 州 記 念

和 田 実 作 お つ な

貿 衣 の 少 女

少 女 中 沢 弘 光 山 の 湯

井 上 甚 太 郎 像

井 上 善 次 郎 像

白 鳥 儀 三 郎 氏 父 像

白 鳥 儀 三 郎 氏 母 堂

鈴 木 利 右 街 門 像

内 田 実 像

高 橋 善 四 郎 像

鶴 岡 常 太 郎 像

飯 田 正 宣 像

飯 田 き み 像

花 と 少 女

石 膏 像 脚 部

サン・ジョバンニ 山 尾 忠 二太 郎 像

曽 山 幸 彦 武 者 試 鵠

日 光 陽 明 門

杵 を 持 つ 男

松 室 重 刷 風 景 (熱海)

つ ば さ

風 景 (岳)

ー28葛

舞 妓

静 物

高 木 背 水 廃 屋

大 沼 風 景

柳 敬 助 風 景 (生家)

雨 の 夕 暮 (雑司谷)

乗 鞍

茂

響林

生
井

麻

石

レキサンプルグ公園の朝

自 閉

浦 島 太 郎 図

大 野 隆 徳 蘇 州i 留 園 の 秋

裸 婦

蘇 州

菅 谷 元三郎 沼 風 景

農 婦 二 人

板 倉 鼎 裸 婦

黒 衣 の 女

静 物

和 田 清 立 像

浅

中

国

士

巾
・
有
用
・
 
i
了
生

角
‥
功

資
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真

麿

耶

壮

伽

井
村
松

浅

中

国

作 品 名

秋 の 白 樺 林

春 の な か め

風

一
芳

郎

鋲

滋

健

谷

本

藤

山

育

造

作 品 名

白 浜

厳 渦

朗 市 (輪島)

) 両

案

衣

念

な

女

湯

妓

物

屋

景

生家)

司谷)

故

国の朝

関白

! 図

の 秋

婦

州

景

入

婿

女

物

像

港

資料コーナー

●工部美術学校修業証(松室重刷)

●工部美術学校関係者写真1

● 「部美術学校関係者写真2

● 『工部省 美術』 (国立公文書館所蔵)

● 『校友会雑誌』第62号・大正12年3月5日発行(堀江正章「明冶時代の西洋画」所収)

●堀江正章「明冶時代の西洋画」の原稿コピー(東京国立文化財研究所所蔵)

● 『千葉中′’封交 生徒画帳』 2冊、明流45年(1912)

●帽章図案(堀江正卓図案化)

●修身数段用拭絵(著作兼発行人・松本貢/し申j作八・堀江正章/印刷兼発行人・飯田止宣)

●水彩画『松と竹』号:筑摩

● 『小学校農業教科書』下巻(城主工正章「耕地整理図」記載)

● 『堀江正章先生伝』昭和31年7月、堀江正章先生鍍彰全発行

●解説ノヾネル 3枚(「耕地整理図」 「室内草花凶」 「富士川」について)

●堀江正章略年譜 1枚

美術を語る会 1月13しJ 「堀江止葦を語る」 松戸節三氏・遠藤健郡民

印刷物 図録 25.7cmX18.2cm 200部

ポスター 59.5調X42.Ocm lOOO枚 チラシ B5 10000枚 目録 B5 4000枚
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第2回千葉県秀作美術展

会 期 昭和54年2月8円-3月4日

展示点数 89点

入場者数 7,458人

現在活躍中の本県に関係のある作家の作品を過去2年

間の発表の中から選考し,一堂に展観した。美術評論家,

美術記者,作家等からなる選考委員会で99点の作品が最

終的に選はれたが,作家との交渉の結果同l品数は,日本

画16点,洋画24点、彫型18点,工芸12点,書14点,版画

5点の計89点となった。今岡の特徴は,全体の数を前回

よr)しぼったことだが その〇回こあって,新しい作家が14名含まれていることは大変意義深いことと思う。

今日,各地いたるところで種々の展覧会か開かれ,いろいろな芸術表現が生み出されている。このように多様

化する現代美術の流れの中で,本秀作美術展の作品鑑賞を通して本県関係作家の活動を理解し,併せて今後の動

向を見つめる機会とした(、

作 家 名

〈日本画〉

有 川 等棋

小 野 具 定

肌 合 井 和 夫

黒∴沢 雷 蔵

後 腰 細 男

篠 崎 之 男

鳥 多 聞 耶

高 儒 澄 爽

高 畑 郁 子

立 信 木二 ∴美

立

川

林

来

校
∴
波

秋

清

麻

天

小

熊

小

桜

笹

塩

練

鱒

石 秀 春

用 廉 一

功

夷

男

羊

魁

故

白

土
∴
近

〉両津〈

燦

あ

我
薪

蜜

園
庭

哨

メ

井

草

鳳

耐

凍

荒

夜

元 松 子 静

井 昭 分

生 容 子 ま

作 品 名

出 品 目 録

作 家 名 作 品 名

高橋規姓流用 漁 港

々 高 松健 太郎 作 品 「享 の 人」

る 日 の 漁 港

瑞

が

気

の 桃

屋

ス テ ィ
ー ソ の女達

侍 女

厳

化

足 る

池

野

明 け

物

化

ち

野 三 郎 舟 を 待 つ

谷
林
田
岡
水
崎

イ チ 山 の 月 A
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作 家 名

吉 野 毅

〈工 芸〉

青 木 滋 芳

香 取 正 彦

神 谷 紀 雄

佐 治 賢 使

鈴 木 治 平

武 田 武 弘

戸 島 中 書

上 肥 満

信 田 洋

藤 田 喬 平

堀 口 光 彦

山 本 正 年

〈 書 〉
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青 資 秋 草 紋 鉢

農 明

山 羊 盤

雨 月 物 語

聖 域 の 僧 説

伊 羅 保 粕 花 器

ス ク ラ ム (作品74)

飾 管 「飛鳥の露」
日 曜 日 の 雨

「

膚 」 連 作

薬 哉 無 一
事一

古 見 千 樫 の 歌

真 心 尼 の 歌

作 家 名

今 関 惰 竹

小 川 瓦 木

金 子 聴 松

小 暮 青 風

鈴 木 方 鶴

高 沢 南 総

高 僑 蒼 峰

柾 谷 扇 舟

千 代 倉 桜 舟

中 村 象 閣

福 田 襲 州

〈版 画〉
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森 75 20
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詩版画集、’ポーへの讃歌、、より
リ ジ ー ア ・ 黒 猫

蓑
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日録 B5 10,000枚(兼チラシ)
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第2回 千葉県移動美術館

松戸市文イヒホール

会 期 昭和53年7月18ロー30日(12」自問)

千葉県立総南博物館

会 期 昭木口53年8月1日-2711 (24日間)

燥示点数 36点

入場者数

松戸肩文化ホール 1,247人

千葉県立総高博物館12,215人

昨年、開設間もない県立美術館の存在を,より多数の県民の皆様

に知っていただくことと,本館収蔵作品の鑑賞の機会を,より広範

な地域に肱大することを目的として,本館収蔵作品による移動美術

展を開催し,幸にも,大方の好評をいただくことができた。

本年も引続き,ここに,第2回目の移動美術展を開催した。

今回は,本県出身の近代金工界の先駆となった香取秀真と津田信

夫の作品,及び「現在活躍中の信田洋の作品,更に国際的にも評価

の高い,墳)し.浜口陽二.深沢幸雄,池田湖方夫の4人の版画作品

を御鑑賞いただくことにし,郷土の美術家の作品をざらに多くの県

民に触れ合う機会を披大して,観覧者各位の心の糧となればと企画

したものである。

松戸市文化ホール(松戸市)

一32 --

津 田
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千葉県芸術祭

第30回 千葉県美術展

会 期 昭和53年10月28し」-11月19日

展′丁士i二数1,582点

主 催 千葉県美術会・千葉県教育委員会・千葉県

本県の美術家の作品を広く紹介するとともに,県民の美意識を高

め,郷上美術文化の振興と情操の純化に資するために開催するもの

で.しi本圃"洋画・彫型・工芸・書道の各分野を展示した。

出品辰致

会員出品 公募出品 入選点数 展示点数 

造岩(67) 
179(196) 151(128) 228(195) 

遺椛(162) 
592(557) 319(304) 488(466) 

遺杭(41) 
29(27) 25(31) 79(72) 

遺品(36) 
116(86) 97(81) 135(117) 

道程(160) 
736(681) 486(481) 652(641) 

諸2(466) 
1652(1547) 1078(1025) 1582(1491) 

(  )内は29田鹿

氏

氏

幹
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嵐

木

上

津

五
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日4月
‖
‖
"l会誤解

苧 猿 賊 母 指 蒸 篭 冷 食 も 強 火

争議ミ繰`平饗蛾緻潜馨蟻番
卒醸線番綴禦寧薄行聾飽会
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第10回千葉県高等学校芸術祭

美術・工芸・書道展

会 期 昭和53年11月22日-12月3日

工 催 千葉県高等幸枝芸術祭実行委員会

丁一葉県教育委員会

高等羊校美術科,工芸科,書道科の一年間の平常投票での成果と,

課外活動での成果及び教員の研究作品を展示し合うことにより,宅

徒は創作活動を刺激され,他校の情況を知り.教員は他校との比較

で教育効果,方法について研究することを直接に目指し,間接には

子葉県の芸術活動を昂揚することを目的とした∴

参加状況

部 門 書 道「 美術・工芸 計 

生 徒 63校 60校 123校 

教 員 59校 20校 79校 

計 122校 80校 202校 

印刷物 ポスター一一 36.4cmX51.2cm 500枚

目 録 B5 1000枚

昭和53年度千葉県芸術祭

千葉県の観光・風俗・文化財写真展

会 期 昭和53年11月22日-12月3上す

展示工工数 119点

首都に隣接する本県は,開発の-言金を歩み目まぐるしい変

貌をとげつつある。失おれつつある凧土を,プロ写真家の秀

れた作品を適し,広く県民に紹介した。

こう5
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展 覧 会 名 内 容 等 会 期 展示点数 

第5回全日本書の友の会 
千葉県・子葉市の書道を中心とし、加えて全 

53.4.11 

260 

国各地より参加し、その力量を競い合い千葉 

一 般 部 書 画)英 県書道文化の発展を計り、書道を通じて地域 -4.16 

社会に貢献することを目的とした。 

第1同新芸術 協 会 

新芸術干上主義による造彫美術の探究・研錆 
53.4.18 

66 

をもって真の芸術を開拓樹立し、画壇におけ 

千 葉 支 部 虞 る最もオリジナルなギルドとして名誉ある足 -4.23 

跡を記録することを目的とした。 

第 4 回 歩 会彫 刻 展 

県内に在住する作家が集まり、所属団体や流 
53.4.25 

51 

派にとらかれない自由な勉強と県下に作品を発 

表することを目的とするとともに、彫刻の本 
-5.7 

流に基づき美術文化面に寄与するものとした。, 

第 5 山 手葉 工芸展 

千葉県及び近県作家による工芸作品を県民に 
53.4.25 

-5.7 

75 鑑賞していただき、工芸に対する意識を高め、 

美術文化の発展に寄与するものとした。 

千葉新協 美術会展 

県内に在住する会員の研究発表を目的とする 
53,5.2 

-5.7 

128 ものであり、油絵・水彩画・版画の作品を主 

に展覧した。 

第23回二科千葉支部展 
県美術文化振興のため広く県下の美術家及び 53.5.16 

980 

児童より作品を公募し、同人と共に彊覧した。 -5.2l 

墨 の 県 展 

東洋の伝統としての水墨画を県下の人々に鑑 53.5.23 

275 

貨の機会をもち、かつその啓蒙を目的とした。 -5.28 

独立美術千葉県在住者展 

美術愛好者が一′勘こ会し、広く県民に独立美 
53.5.30 

-6.11 

63 術の作品を見ていただく とともに、互いに研 

究する場とした。 

精 鋭 展 

各公募展に出品入選受賞者で、千葉県在住者 
53.5.30 

-6.11 

70 による展覧会であり、気鋭の充実した作晶の 

発表を行い、一層の精進をめざした。 

千 葉 県書道協会展 
県下の書道振興と会員の親睦をはかることを 53.6.13 

258 

目的とした。 -6.18 



展 覧 会 名 困∴∴容 等 会 期 展示点数 

新櫨樹社千葉支部展 

作品を広く県民並びに美術愛好者の鑑勘二供 
53.6.20 

-6.25 

152 し、郷」の美術文化発展向上のための 一翼と 

なるべく開催した、) 

第6同現代書道50人展 全曲度と併行して県内から秀抜された作品と 
53.6.27 

301 
現代書壇代表名作展 新進気鋭の作家の合同展であり、現代善道界 
千 葉 書 壇 秀 抜 展 における最高の作品を一ノ勘こ集め、書道のよ -7.2 

千 葉 書 壇 新 進 展 リ一層の興隆をはかったつ 

千葉美術シンポジウム 
大作(3mXlOm等)が多く、公募作品を含 

53.7.4 

266 
め、意欲に満ちた会員による作品を展観する 

& 青 枢 展 ことにより、千葉県の文化向上に寄与する目 -7.16 

的とした。 

千 葉 盲学校陶芸展 

児童・牛徒の陶芸作品を展示することにより、 
53.7.18 

-7.23 

150 自分たちの生活と能力を広く一般に理解を求 

め、社会とのつながりを深めた。 

行 動 美 術 千 葉 展 

行動美術展に出品する一般応募者ならびに会 53.7.25 

41 

員の作品による地方展として開催した。 -7.30 

千 葉 市 水 母 画 会員の作品を広く一般に紹介するとともに水 53.8.1 

390 

同 好 会 連 合 会 展 撞画を振興することを目的とした。 -8.6 

第4回児童合同美術蛙 

児童の情操と美的感性の向上、各地域の児竜 
53.8.1 

l,200 
の作品を適して相互交流をはかるとともに協 

会加盤の各絵画教室の指導水準の向上を目指 -8.13 

した「, 

第6回「明るく楽しい家庭づ 

健全な青少年を育成するための運動の一環と 
53.8.8 

l,000 
して「明るく楽しい家庭づくI)」をテーマと 

く り」ポスター・標語展 した展覧会を開催し、より一層の普及と充実 -8.13 

を図った。 

千葉 市 ア マ チ ュ ア 

千葉市民文化の向上と、豊かな潤いある生活 
53,8.15 

200 をめざして日常楽しく制作している愛好者の 
美 術 ク ラ ブ 展 -8.20 

ための発表の機会とした。 

日本習字千葉県書道虞 

正しく美しい文字を目指し、日夜愛の習字を 
53.8.22 

-8.27 

580 心に楕進している県下書友の成果を発表し、 

斯界の批正を仰ぎ明日への糧とした。 

37一



展 覧 会 名 内 容 等 会 期 展示点数 

子供と教師の作品展 

児童作品(絵画・デザイン等)を発表し、美 
53.8.22 

-8.27 

350 術教育の振興一発展を目的とするとともに教 

師の作品研修の場とした。 

第8回いてふ会彫刻虞 

小・中・高・大学で美術教育にたすきおって 
53.8.22 

49 

いる会員の教師としての資質を高めるため、 

日頃の研修の成果を発表し、御指導・御叱正 
-9.3 

を仰ぐ目的とした。 

子葉市教職員美術展 
千葉市教職員の美術的素養の向上を図り、図 53.8.29 

134 

工・美術指導の研修に資する目的とした。 -9.3 

問 お れ る 表 現 展 

抽象的な作品を制作しているグループの日頃 
53.9.5 

25 

の成果を発表し、抽象画の普及とともに、一 

般参観者の声を反映させ、今後の制作のかて -9.10 

とした。 

文 化 書 道 千 葉 県 

児童生徒の書抜向上、情操教育を助長しなが 
53.9.5 

346 

ら正しい教育的・実用的書風を主として芸術 

連 合 会 書 道 展 件のある文学を書くことを目的として展示し -9.10 

た。 

碑雅書道会千葉地区展 

小・中学生の条幅作品を一堂に展示すること 
53.9.5 

-9.10 

210 により、斯道の奨励をはかるとともに、情操 

教育の一助とした。 

第 7 し由写真 千葉県般 

県内全写真人の創意・創作の意欲にもえた作 
53.9.5 

216 

品を一′勘こ集め、県民文化の推進に写真を通 

じ、ゆたかな心とゆとりある社会を築く一助 -9.17 

とした。 

第18回白扇書道会展 

会員や公募作品の発表をするとともに、中国 
53.9.12 

-9.17 

2,600 の書や原拓を展示し、県民の鑑賞力を高め、 

また、会員の研究心を高めることを目的とした。 

千・ 葉 78 展 

実験的な制作活動を行う美術家の交流をはか 
53.9.19 

-10.1 

175 r)、相互啓発をするとともに、県内美術文化 

の向上をはかった。 

第8回新構造千葉支部展 

地域文化向上のための一翼となり、かつ50年 
53.10.3 

115 
の伝統を誇る新構造展として、県内唯一無二 

の支部に協力参加を希望する地方作家の発掘 -10.8 

と結集を願い、発表の場とした。 
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展 覧 会 名 囚∴∴杏 等 会 期 展示点数 

第 25 回 千 葉 県 

県内勤労者が余暇利用して、創作した美術品 
53.10.3 

165 の発表の場を提供することによって、文化的 
勤 労 者 美 術 腿 -10.8 

教養の向上をはかった、、 

第10回ファ ンシー展 

会員の技術を深め、多くの人々に作品を鑑賞 
53.10.3 

-10.8 

102 してもらい、批評を受け、今後の制作活動の糧 

とすることを日的とし発表した, 

千葉市中・中・養護学校 理科・美術・学校間・同語の各教科の学習成 53.10.10 

4,500 

見直・生徒作品総合展 某を腿示公開し、白書、五重展を図った(, -10.19 

第 9 凹 千 葉 県 
絵画及び彫i生月などの美術を媒体として、各加 

53.12.5 

180 

盤大半サークル問の親睦をはかり、研究活動 
の集大成を数多くの愛好家に批評していただ 

大 学 美 術 追 想 展 -12.10 き、今後の糧とするとともに芸術史化の振興 
をし到った〈, 

千 葉 展 

各団体に所属する千葉県在住作家展であり、 
53.12.5 

-12.10 

82 首都圏子葉にふさおしい中央画壇の活気ある 

現代美術を広く県民に紹介したつ 

第23回 こ ど も 県蛙 

次代を担う児竜・星徒の美的情操を豊かにす 
53.12.12 

-12.24 

5,440 るとともに、創造性を高め、青少年の健全育 

戊を図ることをねらいとした。 

宮坂会・登龍社書初展 

小・中・高各学年ごとに課題を決め、全員か 
54.1.5 

258 
同じ文子を苫いた日本古来の伝統ある書初の 

作品を展示し、文化向上を図ることを目的と -1.7 

したくつ 

日 輝 膿 選 抜 展 

芸術の塙界線をなくし、出汁で埠や堀のない 
54.1.5 

-1.15 

126 集まりをめざし、会員相II二の融和と交流のた 

めに開催した。 

菓 美 会 展 

美術愛好者の団体である千葉県立美術館友の 
54.l.9 

170 
会会員が創作の楽しみを分かち合い、かつ実 

技講座における成果を併せて発表し、今後の -1.15 

糧とした。 

PEOPLE OF 

カナダインディアンが、宗教儀式で使用した 
54.1.17 

47 
面・トーテムポール・衣服などの作品を展示 

THE CEDAR し、彼音らの文化・芸術を紹介し、日加の理解 -1.28 

と親善をはかる一助とした。 
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蛙∴覧 会 名 困∴∴谷 等 会 期 展示点数 

昭和53年度千葉大学教育 
卒業を目前にして、4年間の学習・研究の成 

54.1.23 

67 栗を作晶を通して発表し、世の多くの方々の 
宇部美術科卒業制作媒 ーl.28 

御指導・御叱正を仰ごうとして開催した。 

昭和53年度千葉大学教育 

日頃の学習・研究の成果を作晶を通して発表 
54.1.23 

69 し、世の多くの方々の御指導・御叱正を仰ぐ 
亡羊部喜連科学生書道展 -1.28 

ため開催した。 

第3 田 子ども造形展 

幼児・児童のクレパス・水彩・コラージュ・ 
54.l.30 

-2.4 

500 紙版画・油彩をはじめ、各種の素材を利用し 

た立体物の作品を発表し、今後の糧とした。 

第 31 固 千 葉 県 

全県下の小・中・高校生に書初展の課題を統 
54.1.30 

634 
一募集し、地方で審査するとともに中央で席 

小・中・高校書初展 書を行い、習字教育の向上に寄与することを -2.4 

目的とした。 

碑稚書道会選抜展 

会代表作家及び中堅作家より選抜された漢字 
54.2.6 

100 
・かな・近代語の作品を一堂に展示。県内の 

父兄・会員が身近に触れることにより、斯道 -2.12 

の発展を図った。 

第11回習美会新春展 

一般入場者に自分の好きな作品を選んで投票 
54.2.14 

226 
してもらい、高得者順に奨励し、好きな作品 

を選ぶことによって一般観覧者も絵画観賞の -2.18 

心を養う目的とした。 

第4回千葉県民写真展 

県下あちゆる地域分野で写真を趣味とするア 
54.2.20 

-3.4 

377 

マチュアカメラマンが、年に-度その力量を 
競い合い、写真文化の発展と写真を通じて地 
域社会に貢献する精神の滴賽を目的として開 
かれた県内唯一の公募展であった。 

第10回千葉市民美術展 

日本画・洋画・彫塑・工芸・書道・写真・グ 
54.3.8 

l,135 
ラフイツクデザインの7部門の公募虞であり、 

干葉市における芸術文化活動の振興に資する -3.25 

目的とした。 

第26回書星教育部展 
小・中・高校生を対象とした条幅作品の展示 

54.3.27 

2,613 をし、制作意欲の向上をはかるとともに、指 
及 び 弥 生 展 -4.1 

導者の技術も合ねせてはかる目的とした。 
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調査・研究

紀要第2号の発行

館員が日常の業務の上でのもろもろの問題について独白に関心を深め,研究してきたところの作家研究,あ

いは,館運営上の諸問題について追求してみた。

美術館における二次資料等展示の現状と課題

市 原 正 夫

美術館が単に美術作品の展示に,とどまらず,二次

資料の取扱いについての問題が提起されている。

このことについて,博物館大会,文化振興会議等で

論議され,さらに「公立博物館の設置及び運営に関す

る基準」や日本博物館協会による「博物館に関する基

礎調査」のアンケートに基づき,これからの美術館の

展示のあり方として,その具体化か検討されている。

本館で開催した特別展における,二次資料室を設定

した経過と,その内谷をとりあげ,多くの関係者の御

批判と御指導を仰〈’’ことにしている。

今後の美術館のあり方として,利用者に親しめる展

示がなされるべきで,広く′学校教育・社会教育の場と

しても,幅広い展示計画をすべきであり、発展的には,鑑賞の場とともに,調査研究の機会ともなる二次資料

展示課題として意義づけがなされている。

美術館における友の会運動 石 井 秀 雄

開かれた美術館とは何かとの課題を解決する一つの方策として,友の会のあり方を示した。昭和50年5月に

足して以来,今日までに会員が1,000名を超えている。

発展の経過の中で,会員1人1人と密接なかかおり合いをもちながら,その結びつきの接点としての機能を

挿させることが,友の会の存在意義があるとまめている。

活動の記録として,当初100名の会員が10万の予算で出発した。役員組織として,総務事業・親睦・広報の

部を縞成し,機関紙のしおさい・美術講演会・美術鑑賞バスの旅をはじめ,実技講座などを開催し,着実に歩

進めた。

今後の問題として,組織の拡大化・広報活動の充実・事業とその体制,更にボランティアの推進やモニター1

度が必要であることが友の会の歩みの記録をとおしてのべている。

フランス留学時代の黒田清輝 大 木 衛

黒田清輝が19歳の折,政治家を志して,フランス瑠学の途についた。パi)での生活中に,留学生であっな言

雄二や山本芳翠を通して,ラファ工ル・コランに師事することにより,法律撃から画′学へ変更することになった

初期的には,父母や後見人などの反対もあったか,自己の強い画業への意欲と希望を,多くの書簡に託して,

説得するとともに.西欧の人物や風景を精力的に描き言半面への基礎と応用を摂取することかをしな

滞欧生活10年間.歳28歳で帰朝しな その間,フランスの生活,コラン氏との出逢い言半面への転同などを,

日記と書簡から理解を深めた。

画業に転向した条件を,幼年時代・パI)留学時代の生活から.要因を求め,黒田の青年時代に強い信念と面

の強い愛情に支えられながら,画家としての成長していく姿を求めている。

模写について 臆試論日画論一 小 野 膳 子

芸術は作家の個性・独自性が重視され尊重されることはもちろんである。といって,その作家か非′削こ個性亡

で独自性を持っていても,それに作品に昇華結実していないと芸術家として.は無意味であることはいうまでもラ
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い、、つまり,どんな芸術でもその技法がしっかりしていないと,いかにすぼらしい発想かあってもそれを十分に

表現することはできない。つまり.すぐれた芸術家ほど基礎的な技術の習得に年期を入れているといえよう。

伝統的な日本画の習画の基礎として,模写の方法が用いられてきたが,今日では模写より背面の道へ進むこと

は少なく,むしち文化財保存的意味上から模写事業として肥えられ,それに従事した者が結果的に有益であった

とする消極的な模写の在り方に変ってきているといえよう。

そこで この模写について(l)模写の扱い方(2)中国画論にみる模写(3)日本画論にみる模写の項目をとり考

えてみた。

浅井 忠をとりまく人々 前 川 公 秀

浅井 忠をとりまく幾つかの会がある。そのうち二十日会・十六夜会・黙語会が特に有名である。二十口会は・

京都在住の洋画家を中心とした集まりで はじめは美術研究所の設立を即勺とした。十六夜会は,浅井の生前に

弟子たちが中心となって集まることが計画されたが言曳井の突然の死により追想の会に変質したものである。ま

た黙語会は言美井の死後,遺稿集の発行と墓石の建立を目的とした会である。これらの会を適して言文井が生涯

どのような人々と交友を語んでいたかを知ることは言責井の思想,あるいは芸術上の立場を知るための一方法で

あると思われる。

これらの会について,本館で所蔵されている資料によ子ら 各々の会の会員にはどのような人々がいたかを明ら

かにし,浅井 忠研究の一助としている。

浅井 忠の美術史 へフランス留学時代の原風景一 高 僑 在 久

浅井 忠のフランス留学時代の画業は,日本近代美術史に光彩を添えたと.すでに多くの先学によって評価さ

れている。そこで「浅井 忠の美術史」を企図し,その歴史の陰影への接近を心がナな その一端として言美井

のフランス留学時代の画業の原風景を探訪したフィールド・ノートから その印象を点描することにした。

草稿・銀全豪香取秀裏年譜 中 村 哲

千葉県出身で 日本鋳金工芸作家として,ま信 金史家として著名な香取秀真氏の年譜は,著書「歌集天之其

槻」 「歌集還暦以後」に記載されている以外は, 「日本美術年鑑」 (昭和29年版)に作品年表が記載されているの

みである。

これらの著書等には,未記載事項があるので 本館で開催した特別展「香取秀真とその周辺」の資料を参考に

して,増訂を試みた。

房総ゆかりの画家たち 藤 川i 正 司

房総にモチーフを求めた画家は数多い。古くは江戸時代の葛飾北斎,安藤広重等がいるが,特に明治以降は・

洋画の発展と相俣って房総はますます画家にとって恰好の取材地となり,その結果,日本美術史上に残る傑作も

生まれた。本館では.昭和49年度の特別展「描かれた房総」 ,あるいは昭和52年度の特別展「海と湖沼展」等に

ょって,房総にゆかりの作品を展観したが,これらの展覧会を契機として.ここに画家と房総とのかかおりを年

表として表れすことにした。この年表では,主として房総を訪れた画家に焦点をあて,関係事項を記している。

まだ これは,今後,充補改正してい月生格のものであるが,今回は,とりあえず物故作家を対象に,明治初期

から終戦まもない頃迄の関係事項を取り上げ紹介することとした。この他にも,多くの画家が房総を描いた作品

を残しているが,制作年が不明のため,現在の時点では彼等の足跡を年表に記せるまでには至ちなかっな今後

の調査研究により,明らかにするものである。

B5版 83ぺ-ジ 上質紙1,000部

収蔵品目録の発行
この目録には,昭和53年3月31日現在で本館に収蔵された資料が記載されている。集録に当っては,作品と作

家の背景資料と言うべき研究資料に分け.さらに,作品は日本画・洋画・彫塑・工芸・書・版画の順に分類しな

今後は. 3へ4年毎に集録し,その間の各年度の新収蔵品については年報にて紹介する。

B5版 52一ミージ アート紙 1500部
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1500部

講 演 会

(1)黒田清輝と明治絵画

講師 し申立文化財研究所美術部主仰井免官

陰里鉄郎氏
期 日 昭和53年5月6目

黒田がときに `●近代洋画の父’1と呼ばれるのは,黒

田か!丁本の近代絵画の展開のうえに大きな役割を果し

たがためであるが,その果した役割か大きけれぼ大き

いほど,後世からまたその功罪を開かれねばならない

ことになる(∴即日の遺作展がいまなおしばしば開催さ

れる租=であろう。と前置きされ,スライドを利用し

ながら、黒川と明冶期の絵画について託された。

何よりも時代弛れの暗い色調でしか描くことのなか

ったi旧、写実, 「書中粋」二義的鳳潮のなかで、歴史画的な

画題主義の袋中軸こ入りこんで付帯していた日本の洋

画界に,明るい光と雰囲気描写を由帥こ導入していた

黒田の作風と,市民社会の自由闊達な面家風をもった

人物の登場は衝撃的でさえあった。

異質な文化的伝統の移植がきれめて閑雅な事柄であることは・どこでも・いつの時代でも変らない。し仙台の洋

画,というより。本の近代絵画(日本画を含めて)が・外光派と呼ばれた印象派的手法を加味した明るい色彩町界

をたすさえた,黒田清輝・久米桂一郎の登場によって大きく変化していったことは疑いないとこちである。

(2)近代日本美術の青春

講師 田立国際美術館長

本間正義氏

期 日 昭和53年10月811

入所の人は,年若く美しいという意味である。折は

それを折るということで,天折は若死を意味する。従

って天折という辛を使う時は,ただの若死でなく,そ

れが美しく死ぬのでなくてはならぬようなひびきかあ

る。それから布術するかけではないが.大所の画家と

いった田寺には,若死したが故に,その芸術の中に,長

寿を全うした画家の場合には見られない,なにか特別

の美しさ,味おいといったものが,あられれてくるよ

新しく洋風美術が撲取されて,近代美術としての扉が開かれ・視覚の科学性を強調した蝋主個人的であるが

故に,国家をこえての普遍的な芸術の心を示した大正・師をうたう市民精神が一般に浸透し・自由な実験も活

発となった昭和夫折は即ち青春といえるのだが・その背景となった時代そのものも言旦代。本美術史における

青春とよふべきものであると考えられる。

ともあれ言半面が摂取され約半世紀にして・はじめて自らのものとしての日本化を果した彼らの業績は,壮年

へとターンする正に近代美術の青春の果桂根としても考えられさらに・青春の充実の反面・姐嶋と混謡しの物語

りもつつられていたことを示していると語られた。
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講 習 会
「みる・かたる・つくる」という本館の事業の一環として,実技講座を実施しているか,本年度は,七宝焼・

てん刻の講座を新に加えた。

(1)デッサン入門講座
期 日 第l期 昭和53年6月3Il ・ 4日

第2期 昭和53年7月8日・ 9日

第3期 昭和53年9月9日・10日

講 師 第1期 千葉大学助教授 戸田 健太氏

第2期 千葉大′、邦力教授 太田 洋三氏

第3期 千葉大学教授 海老沢厳夫氏

参加者数 各期40名

内 容 石膏像をモデルに.形や明暗のとらえ

方,質感や量感の把捉など絵画表現の基

礎的な写習をねらいとして行った。

(2)七宝焼講習会
期 日 昭和53年12月2日・ 3日

講 師 千葉大学教授 長南 光男氏

参加者数 40名

内 容 アクセサリ-や室内装飾品として,人気

のある七宝焼の制作技法の習得を適して,

手づく りの楽しさ,使う喜びを味おうこ

とのできる基礎講座であった。

(3)てん刻入門講座
期 日 昭和54年2月17日・18日

講 師 日展審査員 古川 悟氏

謙憤書道会評議黄 白取 弘苑氏

参加者数 40名

内 容 てん刻の歴史や種類を知るとともに自ら

の手で印材を刻することにより,てん刻

の技法や材料を知り,彫る楽しみ,使う

喜びを味ねうことができる初心者のため

のものだった。
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第2回 美術館夏季大学一美術入門講座-

``みる "かたる・つくる,、美の広場としての活動の一環として, “美術を見る眼,,を養うため,日本美術の歴

史的な推移や多様化した現代美術などの理解を深める講座「美術館夏季大′学」を昨年度に引続き開講した。

今回は,専門的知識と一般教養の修得を目的として,日本近代工芸.書の流れと,その時代に代表される作品

の見方やさまざまな表現様式の理解を中心テーマにおき,あかせて日本近代洋画のルーツへの紀行や美術品の取

扱いと保存の仕方などを課題に開講した。

期 日 昭和53年8月4 日へ5 日

参加者数 59名

内 杏

晴上帥 課 題 

l 

i【う本近代 

洋画の 

2 3 

/レ一一、ソ 

i 

4 

i 【5 

i

内 容

明拾時イ小二おける

日本人瑠写生
バリー郊外グレーー

村について

黒用品輝とクレーー村

法井忠とグレー村

近代日本洋画史上の

グレーー村の存在

上ぴんと)易のみの発生

臆臆水と人の生活

2その変造

・沌東文化による

・鳳習の変化による

3その定着

・原因と日的

4近代作家の制作活動

日 時 講 師 課 題 内 容 

8 

午 堀王上知彦氏 書芸の 

l文字とは 
2日本の文子 

(二松宇舎 歴史と 
3日本人が初めて漢字に 

前 
接した時期 

月 

大学教授) 見方 4「漢漢倭又同工」金印出土 

5漢字から仮名の誕生 

5 = 

6文字からi喜」へ 
7日本の書の過去と現代 
8現代の書の種々相 
9古典派の作家について 
の疑問 

午 後 

大 木 衛 美術品の l美術工芸品保護の沿宰 

(本館学芸 取扱いと と現状 

課長) 保存の 2美術工芸品の概要とそ 

仕方 の取扱い 

3美術工芸品の保存の 
仕方 

4その他 
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洋画実技講座

友の会との共催で行耕したもので 美術館の・・っくる・,活動の-一つとして制作の楽しみを味かいなから・年間

を通じ系緋勺な実技指導を行っな本年は基礎コース(初心者)と研修コース(経験者)とに分けて実施した。

(1)基礎講座

講 師 千葉県立船橋高等学校教諭 根岸茂行氏

′受験者数 40名(各国間一人)

日程及び講習内容

回 月 日 講 習 内 容 

l 4.15 石膏像・デッサン 

2 5.6 当 

3 6.10 当 

4 6.24 静物・デッサン淡彩 

5 7.15 ヌードデッサン 

6 7,16 当 

7 8.12 着衣チリサン・淡彩 

8 9.3 ヌードデッサン彩色 

9 10.14 凧景写生(港) 

10 11.12 静物水彩 

(2)研修講座

講 師 千葉大写教授 武内和夫氏

受講者数 40名(各会同一人)

日程及び講習内容

回 月 日 講三∴∴習 内 容 

l 4.9 人物デッサン 

2 5.7 当 

3 6.11 II 

4 7,2 ヌードデッサン 

5 6 

7.30 ヌード油彩I 

8.6 当 

7 9.2 ヌード油彩II 

8 9.3 II 

9 10.l 着衣・油彩 

10 10.7 当 

47



見 学 会

友の会と共催で行おれ,美術作品や文化財をたずねながら同好の親睦を深めるものである。

(1)若葉に萌える北総台地に歴史と自然の美を探る
期 日 昭和53年5月14日

参加者数 100名

‾五月晴れの鳳薫る一日,芝山はにか博

物館,開港間近の成田空港,自然の中

の千葉県立房総風土記の止,農民のた

めと身を捨てた義民宗吾を奉る宗吾霊

堂を訪れた。

(2)錦秋の甲斐路を行く
期 日 昭和53年11月4【十5日(1油2日)

参加者数 50名

紅葉の富士山麓,雪をいただいた秀峰

富士の全容が見られる好天に恵まれた

二日間,昇仙峡,山梨県立美術館,患

林寺,ワイン工場,富士五湖,古沢岩

美術館,白糸の滝,富士美術館を訪ね

た。
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みる・かたる・つく る

千葉県立美術館報の発行

∨O」. 5No.1 (53.4.24発行8頁)

日次 ・観潮台

・新年度を迎えて三つの夢

・黒田清輝展

・東山魁夷展を想う

・美との巡りあいを語る

∨O」. 5No.2 (53.7.20発行8頁)

日次 ・観潮台

・房総の書芸展

"夏のひとときを 一第2回千葉県移動美術館

・黒田清輝展を顧みて

・準備進む「大所の画家たち」

・美術普及室をご利用ください

・第2回美術館夏季大学

VO」. 5No.3 (53.9.10発行8頁)

日次 ・観潮台

・大所の画家たち

・かっての千葉中学図画教師

一堀江正章とその周辺展開催近づくへ

・第12凹現代美術選抜展

・県展三十回を迎える

・待望の美術普及棟着々と計画進む

B5 各3,500部

∨O」. 5No.4 (53.12.15発行8貝)

目次 ・観潮台

・堀江正章 人とその芸術

・中央の秀作を一堂に

「第12回現代美術選抜展」

"浅井忠像が完成

・千葉県展30年史の完成

・ 「天折の画家たち」展を終えて

VO」. 5No5 (54.2.14発行8頁)

目次 ・観潮台

・県内ゆかりの作家の動向を知るために

へ第2回千葉県秀作美術展へ

"常設収蔵作品展「風景の美」

"開催近づく芹沢鈷介展

・県民アトリエとしていよいよ着工

・ 「堀手工正章とその周辺」展の資料コーナーより

・昭和54年度普及事業予定

二二,音三∴二∴ ∴\i一∴

雫二∴- ‾「
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友の会(葉美会)

(1)運営方針

① ▲、みる・かえる・つくる’’美術館活動に積極的参

加の促進

②会員加入の促進(目標1.000名)

(②美術館普及棟の建設促進

(2)組 識

人数 会員数1222名

名称 千葉県立美術館友の会

●千葉県立美術館友の会役員

職 名 氏 名

名誉会員 松 戸 節 三

会 長 鈴 木 民 三

副 会 長 市 原 正 夫

II 永 田 澄 子

II 江 尻 幹 雄

事務局長 大 里 功

監 事 始 関 妙

II 三 宅 寿美子

理 事 安 田 博 亮

II 新 城 瑠璃子

II 田 中 環

II 押 尾 禎 一

II 平 野 元三郎

II 村 上 十 吉

II 天 聴 敏 美

評議 員 新 城 瑠璃子

II 大 高 鐘 蔵

II 大 内 俊 雄

II 安 達 園 子

II 仲 田 茂 房

II 永 田 澄 子

毛 寿美子

Il 押 尾 禎 一

II 大 旗 敏 美

分 担

業

瞭

務

報

睦

務

事

親

総

広

親

総

業

報
睦

業

睦

事

広
親

事

親

名
貞義

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

職
評

氏 名

高 橋 喜一郎

藍

油

日

松

歯

大

野

井

暮

本

田

塚

正 和

千代子

幸 子

康

輝

雄

康
子

下 田 祐 子

加 藤 信 子

長谷川 芳 衡

近 藤 愛 子

日 下 めぐみ

香 川 美智子

湯 浅 幸 一

植 村 貞 子

椙 美貴校

村

室

辺

綾 子

守 一

艶 子

(3)事 業

①友の会報(しおさい)の発行および,講演会,講

習会,美術を語る会,見学会を本館と共催で行っ

た。

(②第3回美術館友の会作品展

会 期 昭和54年1月9日へ1月15日

展示点数 170点

実技講座での作品や家事や勤務の合間に制作した

苦心の力作を持ちより,`◆っくる’’活動かち“みる’’

“かたる’’活動を通して,美術愛好者の親睦を深め,

楽しさを分かち合う機会とした。
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友の会だより

「しおさい」の発 B5 各1,500部

No.12 (53.61発行6頁) No.15 (53・12・25発行6頁)

目次・絵筆に託す楽しみ へ洋画実技講座始まるへ∴∴∴目次・会員も人選県展第三出席己念展

・若葉に燃える北総台地に歴史と自然の美を探る

へ第6回友の会旅行-

・ミニミニニュース

●会員だより,街に美をひろう(3)

N。.13 (53.8.22発行6頁)

日次・脱署にもめげず

・見よこの瞳のかがやきを

・ミニミニニュース

・ひろば,街に美をひろう(4)

N。.14 (53.11.6発行6頁)

日次・秋空に港を捕ぐ写生会

・日本美術の源流韓国を訪ねて

・もっと素直に美をみつめよう

・ミニミニニュース

・往丁に美をひろう(5)

・錦秋の甲斐路を行く

・ミレーの絵にあこがれて

・ミニミニニュース

N。.16 (54.2.26発行8頁)

日次・描く楽しみ,努力の跡

一第三回葉美会展開〈 -

・秀作美術展について

● ミニミニニュース

・私と面家出人

一5l



昭和53年度事業一覧

月 本館企画の展覧会 普 及 事 業 団 体 展 

4 5 6 7 8 9 

6常設展(第1期) 

・講演会(5/6) 

第5回全日本書の友会一般部書道展 

17 

・浅井忠とその周辺 (4/11-4/16) 

・葛3人の版画家一事美九・浜口陽 第1回新芸術協会千葉支部展 

三・池田滴春夫の世界 27特別展 (4/18へ4/23) 第4回歩会彫刻展 (4/25-5/7) 第5園子葉工芸展 (4/25へ5/7) 

近代日本洋画の巨匠 千葉新協美術会展 

黒田清輝展 28 18千葉県移動美術館 

T葛マ (5/2-5/7) 

一票田清輝と明治絵画葛 第23回二科千葉支部展 

・見学会(北総方面)(5/14) ・第1回美術を語る会(5/20) ・テ∴ソサン入門講座(1期)(6/3-4) ・デッサン入門講座(2期)(7/8へ9) ・第2回美術を語る会(7/22) ・第2回美術館夏季大学(8/4-5) 友の会主催(会員制) 

(5/16へ5/21) 墨の県展(5/23-5/28) 独立美術千葉県在住者展 (5/30へ6/11) 精鋭展(5/30へ6/11) 千葉県書道協会展 (6/13-6/18) 新棟樹社千葉支部展 (6/20-6/25) 第6回千葉県書壇秀抜展 (6/27/7/2) 千葉美術シンポジウム&青枢展 (7/4へ7/16) 千葉盲学校陶芸展 (7/18-7/23) 行動美術干葉展 (7/25へ7/30) 千葉市水墨画同好会連合会展 

20房総の書芸展 
(8/1-8/6) 第4回児童合同美術展 

30 1 27 31 21特別展天折の画家た 

(8/1へ8/13) 第6回「明るく楽しい家庭づくり」 ポスター・標語展 (8/8へ8/13) 

洋画実技基礎講座(4/15・5/6・6/ 千葉市アマチュア美術クラブ展 
10・6/24・7/15・7/16・8/12・9/3) (8/15-8/20) 

洋画実技研修講座(4/9・5/7・6/H 日本習字千葉県書道展 

7/2・7/30・8/6・9/2・9/3) ・デッサン入門講座(3期)(9/9へ10) ・第3回美術を語る会(9/30) 

(8/22へ8/27) 子どもと教師の作品展 

(8/22-8/27) 第8回いてふ会彫刻展 

(8/22へ9/3) 干葉市教職員美術展(8/29へ9/3) 問おれる表現展(9/5-9/10) 文化書道千葉県連合会書道展 (9/5-9/10) 静雅書道会千葉地区展 (9/’5-9/10) 第7回写真千葉県展(9/5-9/17) 第18回白扇書道会展 

1Pち 19 
(9/12へ9/17) 千葉78展(9/19-工0/1) 
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月 本館企画の展覧会 普 及 事 業 団 体 展 

10 11 12 1 2 3 

惜藷ち 7i 堀江正章とその周辺 1睦蒜薫誌云展 -9i 21 

・講演会(10/8) 第8回新橋造千葉支部展 

T‾マ (10/3へ10/8) 

ー近代日本美術の青春臆 ・映画会(10/14) 

第25回千葉県勤労者美術股 

(10/3-10/8) 第10回ファンシー展 

一一一近代日本絵画の流れ臆 ・見学会(ll/4へ5) (10/3-10/8) 千葉市中・中・養,,費封交見直生徒作品 総合展(10/10へ10/19) 第30回県展(10/28-11/19) 

(静岡・山梨方面) 第10回千葉県高等学校芸術祭 

・第4固美術を語る会(11/11) ・七宝焼講習会(12/2-3) ・第5回美術を語る会(1/13) ・てん刻入門講座(2/17へ18) ・第6回美術を語る会(3/3) 

美術・工芸・書道展(11/23-12/3) 昭和53年度千葉県芸ノ術察写真展 (11/23-12/3) 第9回千葉県大学美術連盟展 (12/5-12/10) 千葉展(12/5へ12/10) 第23回ナビも県展(12/12」12/24) 宮坂会・登龍社書初展 (l/5-1/7) 日揮展選抜展(l/5へ1/15) 葉美会展(1/9-1/15) PEOPLEOFTHECEDAR (1/17へ1/28) 昭和53年度千葉大学教育学部美術 科卒業制作展(1/23へ1/28) 

常設展(第2期) 
昭和53年度千葉大学教育学部書道 科学生書道展(l/23-1/28) 

風景の美 第3園子ども造彬展 

8 I 第2回 

(1/こう0へ2/4) 

第31回千葉県小・中・高校書初展 

(l/30へ2/4) 静雄書道会選抜展 

千葉県秀作美術展 4 4 月 

(2/6-2/12) 第11回習美会新春展 

(2/14へ2/18) 

友の会主催(会員制) 第4回千葉県民写真展 

洋画実技基礎講座(10/14・11/12) 
(2/20-3/4) 

洋画実技研修講座(10/1・10/7) 
第10回千葉市民美術展 

(3/8へ3/25) 

15 日 第26回書星教育部展及び弥生展 

ま で 

(3/27へ4/1) 
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利用状況
昭和53年度入館者一覧表 昭和54年3月31日現在(53.4.1-54.3.31)

種 別 月 4 5 

開館 日数 

イ 国 人 団 体 

人数 合計 

備 考 

一般成人 大・高生 中・小生 

一般成人 大"高生 中・小生 

人 数 団数 人 数 団数 人 数 団数 

24日 
人 人 人 人 

6 
人 

0 
人 

2 
人 

音

5,595 362 1,602 352 0 75 7,986 

26 

音16,371 l 

992 il,323 109 3 131 2 651 6 19,577 

6 26!4,363 361 631 237 6 94 2 427 3 6,113 

7 26 4,378 

i344 
910 248 7 0 0 301 5 6,181 

8 27 5,397 246 2,280 112 2 0 0 234 4 8,269 

9 10 11 

26 7,951 
1

532 2,810 207 

i 

4 253 3 746 5 12,499 

厚恩画家たち」 

19音 一一言 25 10,806 12,005 636 1,099 

6,956 

∵∵ 
言上 0 0 457 9 19,204 

3,133 571 16 941 7 269 3 18,018 

12 21 6,040 1,013 3,206 168 5 104 3 344 10 10,875 

54年 1 2 3 

23 5,063 679 1,178 70 2 0 0 157 2 7,147 

特別展 「現代美術選抜展」 

24 27 

7,217 276 2,107 74 3 0 0 28 l 9,702 

9,024 570 2,577 227 6 0 

iO 
370 4 12,768 

計 累計 294 1,240 94,210 535,035 

7,110 28,713 2,724 71 1,523 17 4,059 54 138,339 1日平均320人 

(開館以来) 
i 

1日平均431人 

地域別入館者状況 昭和53年3月31日現在(53.4.1へ54.3.31)

商 月別 別 

聞館【」数 県 内 県 外 そ の 他 

(目) 
丁ふ巣吊(人) その他の県内(人) 東京都(人) その他の県外(人) 外国(人) ‾不明(人) 

4 24 3,878 2,196 175 132 0 l,605 

5 

26 26 

6,090 3,866 316 184 20 9,101 

6 3,515 1,986 226 114 0 272 

7 26 3,478 2,258 222 114 12 97 

8 27 4,777 2,816 161 180 10 325 

9 26 7,644 4,343 252 143 0 117 

10 19 14,354 4,441 224 172 13 0 

11 

25 21 

10,391 7,033 413 152 29 0 

12 4,185 6,443 115 129 3 0 

‾己4年 1 
23 4,703 2,196 152 77 19 0 

2 24 6,219 3,151 153 172 7 0 

3 27 9,197 3,158 226 174 13 0 

計 

ー 

126 11,517 

294 78,431 43,887 2,635 1,743 11,643 
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日 誌 抄

4月5【ミ 福井県立美術館より来館

21 千葉県立美術館・博物館協議会

27 特別展「黒田清輝展」始まる

5月4日 埼玉県立博物館,関野前東京国立文化財研究

所長来館

6 講演会「黒田清輝と明治絵画」陰里鉄郎氏

14 春の美術鑑賞バスの旅(北総方面)

18 横瀬文化庁記念物課長来館

千葉県博物館協会役員会

20 第l凹美術を語る会

25 千葉県博物館協会総会

6月2し1松永埼玉県副知事一行来館

3・4 第1期デッサン入門講座

7 埼玉県県民室長一行来館

13 山梨県議会教育厚生委員会より来館

21 沼津市文化財審議会,長崎県議会より来館

27 群馬県管財課長来館

30 千葉県立美術館・博物館長会議

北海道立近代美術館より来館

7月4日 千葉県立美術館協議会

8・9 第2期デッサン入門講座

12 青森而教育委員会より来館

18 千葉県移動美術館始まる(松戸市文化ポー

国雄

20 企画展「房総の書芸展」始まる

22 第2回美術を語る会

8月1し」 千葉県移動美術館始まる

(子葉県立総高博物館)

3 都道府県教育長協議会第四部会一行来館

4・5 美術館夏季大字

9 千葉県1事物館協会役員会

28 学芸員実習開始(5名)

9月9・10日 舞3期デッサン入門講座

13 宮城県生活環境部県民課より来館

16 大分県教育庁文化課より来館

21 特別展「天折の画家たち」始まる

23 特別展映画会

30 第3回美術を語る会

10月8日 講演会「近代円本美術の青春」本間正義氏

14 特別展映画会

19 埼玉県教育庁美術館準備斑来館

26 千葉県美術館資料審査委員会

27 ソ連カリ一二ン市長来館

28 第30回千葉県美術展始まる

11月4日 緑化推進委員会よりの寄贈樹木植樹式

4・5 秋の美術鑑賞パスの旅(施岡・山梨方面)

1泊2 日

7 福島県教育庁文化課より来館

9 ソ連文化省一一行来館

11 第4回美術を語る会

13 第30山千葉県美術展買上げ審査会

16 山口県文化課より来館

18 浅井想像除幕式

28 第2回千葉県秀作美術展選考会議

30 和歌山県立美術館よト)来館

12月2・3日 七宝焼講習会

7 企画展「堀江正童とその周辺」始まる

15 千葉県立美術館展示室利用調整会議

20 千葉県立美術館・博物館協議会

l月8日 千葉県立美術館協議会

9 特別展「第12回現代美術選抜展」始まる

千葉県博物館協会役員会

10 埼玉県立博物館より来館

13 第5囲美術を語る会

16 カナダ大使館,神奈川県立博物館より来館

19 常設収蔵作品展「風景の美」始まる

27 千葉県立美術館友の会役員会

2月l日 青森県立郷土館より来館

6 大分県土木建築課より来館

7 石川県土木都営結課より来館

8 企画展「第2凹千葉県秀作美術展」始まる

17・18 てん刻入門講座

20 京都市美術館より来館

21 大分県芸術会館より来館

22 香川県企画部土地対策課より来館

3月3日 第6山美術を語る会

8 兵庫県教育委員会文化財課より来館

工3 千葉県美術館資料審査委員会

奈良県文化会館より来館

16 宮城県生活環境部美術館準備委員会より来館

29 茨城県水戸市教育委員会社会教育課より来館
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関係令規

1.博物館管理規則

昭和45年12月25日教育委員会規則第22号

日 的

第上条 この規則は,教育機関設置条例(昭和32年千

葉県条例第4号)第20条に規定する博物館(以下「館」

という。)の管理に関し必要な事項を定めるものとす

る。

(開館時間)

第2条 館の開館時間は,午前9時から午後4時30分

までとする。

2 館の長(以下「館長」という。)は,必要かあると認

めるときは,前項の規定にかかおらず,開館時間を変

更することができる。

(休館日)

第3条 館の休館日は,次のとおりとする
一 定期休館日 月曜日(その日が国民の祝日に関

する法律(昭和23年法律第178号)第2条に規定す

る日に当たるときは,その翌日)

二 国民の祝日に関する法律に規定する日

三 年末休館日 l月l日から1月4日まで

四 年末休館日 12月26日かち12月31日まで

五 臨時休館日 特別の事情により,館長が休館を

必要と認めた日

2.前項の休館日であっても,館長が特に必要と認め

た場合は,館の全部又は一部を開館することがある。

(入館の制限)

第4条 館長は,次の各号の一に該当する者に対して

入館を禁じ,又は退館を命ずることかできる。
一 特別展覧会を観覧しようとする者で,所定の観

覧券を所持しないもの

二 適当な指導者,保護者又は付添人のない6歳に

満たない者

三 でい醐者.伝染病患者その他観覧者に不快の感

を与えると認められる者

(観覧券等)

第5条 館の特別展覧会観覧券は,別記第l号様式と

する。

2.団体(20人以上の場合をいう。)で観覧しようとす

るときは,あらかじめ団体観覧申込書(別記第2号

様式)により,館長に申し込まなければならない。

(禁止行為)

第6条 入館者は,次に掲げる行為をしてはなちない。
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一 展示品に手をふれること及び展示室でインク,

墨汁類を使用すること。

二 許可なくして展示品を模写し,又は撮影するこ

と。

三 所定の場所以外の場所において喫煙又は飲食す

ること。

四 その他他の入館者の妨げになるような行為をす

ること。

(損害の賠償)

第7条 館長は,入館者が館の展示品,建物若しくは

備品等をき摸し.又は汚損したときは,現品又は相

当の代価をもって弁償させることができる。

(委 任)

第8条 この規則の施行に関し必要な事項は,教育長

の承認を得て,館長が定める。

附 則

この規則は,昭和46年1月15日から施行する。

別記様式(省略)

2.使用料及び手数条例(抜粋)

昭和31年3月31日条例第6号

(趣 旨)

第1条 県が徴収する使用料及び手数料(以下「使用

料等」という。)に関しては、別に規定するもののほ

か,この条例の定めるところによる。

(使用料等の徴収)

第2条 県が所有し,又は管理する行政財産及び公の

施設(以下「財産等」という。)の使用並びに特定の

個人のためにする事務(以下「事務」という。)に関し.

法令及び他の条例に規定するもののほか,当該事務

を依頼しようとする者から手数料を徴収するものと

する。

(種類及び額)

第3条 前条の規定により使用料等を徴収する財産等

及び事務の種類並びにその使用料等の額は別表第一

に掲げるとおりとする。

(中 略)

別表第一(第3条第1項抜粋)

財産又は 事務の種類 

手数料・ 区 分 巣 位 額 

博 物 館 入場料 特別展覧会 
l人l回 300円 

に つ き 以内 

(以下略)



3.展示室使用料

昭和50年4月l日干蔵県教育委員会指示第71号

1.千葉県立美術館展示室の使用料については,使用

及び手数料条例第5条第3項に基つき減免すること

とし,当分の間次表のとおりの額とする。

日
‥
一
ま

の

の

し
-
鵜

と

等
-

窒音∴∴∴名 面 積 

使 用 料 

午前9時から午後5時まで 

観覧料無料, 観覧料有料又 
展示物販売を は展示物販売 
しない場合 をする場合 

第一展示室 438mZ 4,000円 左の倍額 

第二展示室 400 4,000 II 

第三展示室 469 4,500 当 

第四展示室 403 4,000 当 

第五展示室 824 8,000 り 

第六展示室 330 3,000 II 

第七展示室 567 5,500 II 

全 室 3,431 33,000 lI 

ただし,県及び県教育委員会か共催ないし後援する

場合並びに園又は他の地方公共団体の主催ないし共

催する行事に係る使用の場合は無料とし,その他県

教教育委員会教育長が特に教育的文化的意義を認める

行幸に係る使用の場合は上記の半額とする。

2.千葉県立美術館展示室の使用の許可に関する取扱

いは,別紙「干葉県立美術館展示室の使用許可に関

する取扱要綱」によるものである。

●千葉県立美術館友の会会則

(名 称)

第l条 本会は,手業県立美術館友の会という。(田綱、・葉美会)

(事務所)

第2条 本会は,事携局を千葉県立美術館内におくo
(漢l 的)

第3条 本会は,千葉県立美術館(以下「館」という。)の活動

に協力し,楽しいふんい気のなかて,教養を豊かにし・美術文

化の向上をはかり会員相互の親睦を深めることを目的とする。

(事 業)

第4条 本会は,前条の目的を達成するため次の事業をおこなう。

1館の展覧会の見学鑑賞 2 講演会,講習会,研究会等

3 館外見学会 4 機関紙等の編集刊行

5 その他田的達成に必要な事業

(会 員)

第5条 本会は,会の目的に賛同するものをもって組織する。
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l.会員には次の特典がある。

①館の主催又は共催による展覧会観覧の優待

②美術館報「みる・かたる・つくる」ならびに友の会機関
紙の配布

③本会発行の図録等の配布及ひ割引購入 ④本会事業への

参加

2.本会活割に協力し,賛助会費を納めたものは質肋会員とする。

(会員の加入・退会)

第6条 本会に加入する場合は申込書に入会金(500円)を番

えて事務局に提出し,会員証の交付を受ける。退会届際は退

会届を提出する。

(役 員)

第7条 本会に次の役員をおく。

会長1名 副会長3名(たたし内l名は美術館長かあたる)

理事若干名 事務局長1名監事2名∴評議員 君十名

1.会長"副会長・理事・事務局長"監事の選出よ評議員会
において推挙する。

2.役員の任期は2年とする。たたし闘士は防げない。

(役員等の任務)

第8条 本会の役員の任務は次のとおりとする。

1.会長は本会を代表して会務を総理し,会議を子〈集し・

その議長となる。

2.副会長は会長を補佐し,会長事故あるときはこれを代珊
する。

3.埋車は会の運営にあたる。

4.事務局長は会務を処理する。

5.監事は本会会計の監査をする。

(顧問・名誉会員)

第9条 この会に顧問及び名誉会員をおくことかてきる。顧問

及び名誉会員は評議員会で推挙する。

(支 部)

第10条 地域,並びに職域ことに20名以上の会員を有する場合

は支部をおく。

(評議員会)

第11条 各支部より20名につき1名の制で推せんされた代表と

賛助会員及び講座代表をもって評議員会を構成する0評議員

会は毎年l凹以上開き,事業計画,予算・役員の決定その他

の重要方針を決議する。

(会費)

第12条 本会の普通会員は毎年度据刀に年額1500円の会費をを

納入する。

l. 5月以降の入会者についてはlヵ月ごとに100円を逓減

するものとする。ただし逓減金線は900円を限度とする。

(徒 費)

第13条 本会の径費は会費,寄附金,事業収益金・その他の収

入をもってあてる。

(会計年度)

第11条 本会の会計年度は毎年4月1日にはじまり・翌年3月

31日にお手)る。

(職 員)

第15条 本会の事務局職員は館に勤務する者以外から1会長か

委嘱する。

(付 則)

1.本会の会則は評議員会て出席者の過半数の同意を得なけれ

ば変更することができない。

2.本会則は昭和50年6月28日より施行する。

●昭和51年5月29ロー部改正 ●昭和52年4月21ロー部改正

●昭和53年4月20口一部改正



利 用 案 内

開館時同 午前9時より午後4時30分まで

休館 日 ・月曜日(たたし,即程が祝日のときは開

館し,翌日休館)

・年末年始(12月26ローl月4日)

・展示朴等のため,必要かあるとき。

入場料 ・無料(ただし,特別展は有料)

団体観覧・団体で来館されるとき,あらかじめご連

絡あれは作品等の解説をします。

案 内 図

交 通 案 内

国鉄千葉駅前バス停③④番より「‾干葉両役所行」小湊

京成,中央各バスで終点下車,徒歩約10分"⑦番「新

港行」小湊,京成バスで一中央署前下車,徒歩約6分

※旧任・祝日に限り下記のとおりバスが連行されてい

みる・かたる・つくる

千葉県立美術館年報(昭和53年度)

発 行 干葉県立美術館

〒260 千葉市中央港1-10-1

TEし O472 (42) 831 1

印 刷 正 文 社
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